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図面番号 図面名称 図面番号 図面名称 図面番号 図面名称

空調設備図

表紙・図面リスト

配置図

衛生設備図電気設備図

Ｅ－ 1

Ｅ－ 2

Ｅ－ 3

Ｅ－ 4

Ｅ－ 5

Ｅ－ 6

Ｅ－ 7

Ｅ－ 8

別府町幼稚園耐震補強工事

1階改修前　平面図

2階改修前　平面図

R階改修前　平面図

1階改修後　平面図

2階改修後　平面図

R階改修後　平面図

改修前　立面図-1

改修前　立面図-2

改修後　立面図-1

改修後　立面図-2

改修前・後　耐震壁矩計図

改修前・後　RC壁改修補強図

別府町幼稚園耐震改修工事

改修特記仕様書１

改修特記仕様書２

改修特記仕様書３

改修特記仕様書４

改修前　階段・便所平面詳細図

改修後　階段・便所平面詳細図

改修前・後　階段断面詳細図

1階改修前　天井伏図

2階改修前　天井伏図

1階改修後　天井伏図

2階改修後　天井伏図

家具詳細図

建具表-1

Ａ－41

Ａ－42

Ａ－43

Ａ－44

Ａ－45

Ａ－46

Ａ－47

Ａ－39

Ａ－40

１階柱２階梁・２階柱Ｒ階梁伏図

軸組図-1

軸組図-2

部材リスト

耐震補強詳細図１

耐震補強詳細図２

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園耐震改修工事

機械設備　特記仕様書

配置図

機器表・器具表・会所リスト表

改修後　1階平面図

改修前　1階平面図

改修後　平面詳細図-1

改修前・後　断面詳細図

改修前　平面詳細図-2

改修後　平面詳細図-3

改修前　平面詳細図-4

Ｍ－ 01

Ｍ－ 02

Ｍ－ 03

Ｍ－ 04

Ｍ－ 05

Ｍ－ 06

Ｍ－ 07

Ｍ－ 08

Ｍ－ 09

Ｍ－ 10

特記仕様書・照明器具姿図

改修前撤去　1階　電気設備図（2）

改修前撤去　1階　電気設備図（1）

改修後　2階　電気設備図

改修後　1階　電気設備図（2）

改修後　1階　電気設備図（1）

改修前撤去　2階　電気設備図

工事中　電気仮設工事

意匠図 構造図

改修前　浴室・脱衣室・踏込　展開図-1

改修後　湯沸室・職員室廻り平面詳細図

改修前　湯沸室・職員室廻り平面詳細図

改修前　職員室・湯沸室　展開図-2

改修後　職員室・湯沸室　展開図-4

改修後　・洗濯室・踏込　展開図-3

改修前・後　1階廊下展開図-7

改修前　遊戯室　展開図-5

改修後　遊戯室　展開図-6

耐震特記仕様書１

耐震特記仕様書２

杭伏せ図・基礎伏せ図

改修前　矩計詳細図-1（遊戯室）

改修後　矩計詳細図-2（遊戯室）

Ａ－1



 

 

                                                          

特記仕様書1        

加古川市                工事       
 

一級建築士 大臣登録第      号 

加古川市建設部 土木建設局 営繕・住宅課 

教育委員会教育総務部 学校施設課 

                        担当   

 

 

 

 

設計日 

工事名称 

加古川市        工事 
図面名称                                  平成 １６ 年版 

改修特記仕様書1       version.070320 

図面番号 

 

特記－1 
加古川市 建設部土木建設局 営繕・住宅課 

         教育委員会 教育総務部 学校施設課 

特記 

概
要 

 
 
 
 

 

1.工事概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 工事名称 別府町幼稚園耐震改修工事 

 ・工事場所 加古川市別府町宮田 37番地 

 ・既設建物概要 

          敷地面積  

建築面積 532.65ｍ2 

床面積    1階（ 502.16 ｍ2 ）   2階（ 502.75 ｍ2 ）   3階（        ）   4階（       ） 

   構造（  RC造  ）    階数（  2階  ） 

・今回改修工事概要（   耐震改修工事  

                                                                                      ） 

・工事期間 

・別途工事    □有（                    ）     ■無 

注
記 

・図面及び特記仕様書に記載されていない事項については、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」最新版を使用する。 

・特記仕様書の取扱は、一般共通事項については、記載された事項はすべて適用する。一般共通事項を含め、特記事項欄で適用する箇所は■印とする。 

（※印は加古川市の標準的な仕様を示している。） 

章 項    目 特    記    事    項 

一
般
共
通
事
項 

 

1.図面仕様の優先順位 

 

 

 

 

 

 

2.施工体制等                  

 

 

3.工事実績情報の登録                                            

 

 

4.提出書類の書式等 

 

 

 

 

5.官公署その他への届出手続 

 

6.工事写真 

 

  

 

7.保険等 

 

 

8.発生材の処理 

 

 

 

 

 

 

9.施工調査 

 

 

 

 

10.技能士 

 

11.過積載防止対策 

 

12.化学物質に配慮した材料の取扱 

 

 

 

13.化学物質の濃度測定 

 

 

 

 

 

 

  

14.完成図等 

  

 

15.別契約の関連工事との取合い 

 

16.材料検査及び施工検査に伴う試験 

 

18.設計内訳書 

 

19.グリーン調達に関する事項 

 

20.環境マネジメントシステム（ISO14001） 

 

21.工事施工に基づく高度技術、創意工夫、 

社会性等について 

 

 

22.地元説明・家屋調査 

 

 

 

1質疑回答書 

2現場説明共通事項 

3特記仕様書 

4設計図 

5標準設計図 

6公共建築改修工事標準仕様書 

 

※■施工体系図   □施工体制台帳    

■主任技術者    □監理技術者    

 

請負金額が 500万円以上の場合、登録必要。市監督員に提出し承諾を受けた後、直ちに(財)日本建設情報総合センターに登録し、

「工事カルテ受領書」受領した後、速やかにその写しを市監督員に提出。 

 

加古川市契約課の定める「工事請負にかかる提出書類」による。 

実施工程表、月間・週間工程表           

施工計画書（軽微な工事の場合、監督員の承諾の上 簡易施工計画書とすることができる） 

施工図、下請負者通知書、使用材料承諾願 

  

関係官公署その他関係機関への必要な届出、手続き等は遅延なく行い、監督員に報告する。 

 

着工前、施工中、施工後を撮影しサービスサイズで提出。撮影は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方 建築編」

による。デジカメ撮影も可（解像度ほか監督員と協議） 

完成写真（写真専門家の撮影でフリーアルバム提出）  ■要（ １ ）部   □不要 

 

第三者賠償責任保険（請負業者賠償責任保険）期間：着工から完成引渡しまで  金額：任意            保険証書写し提出 

火災保険（建設工事保険）                  期間：着工から完成引渡しまで  金額：出来高金額以上  保険証書写し提出 

 

建設副産物の処理にさいし、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づいて適正に処理しなければならない。 

解体材、工事発生残材等は、工事敷地内で焼却処分、埋立て処分をしてはならない。 

建設工事に伴う産業廃棄物は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）」に基づき適正に処理しな

ければならない。（コンクリート、アスファルト、木材） 

「建設廃棄物等適正処理指導要綱」に基づき建設廃棄物等処理計画書・報告書作成し、マニュフェスト管理により、適正に処理

されていることを確認するとともに、その写しを監督員に提出する。 

 

施工計画調査     着工に先立ち、施工計画のための調査を行う。 

施工数量調査     ■要    □不要  クラック等劣化調査内・外共 

施工数量調査のための破壊    □有    補修方法  □（           ）□図示 

                            ■無 

 

□適用する    職種（                                    ）  □適用しない 

 

道路法、道路交通法、ダンプ規正法等の法令事項を遵守し、過積載防止に努める。 

 

仕上塗材、塗料、シーリング材、接着剤その他化学製品の取扱に当たっては、当該製品の製造所が作成した化学物質等安全デー

タシートを常備する。屋内で使用する材料の選定に当たっては、揮発性有害化合物の放散による健康への影響に配慮し、作業者

の安全確保及び施設の化学物質濃度の低減に努める。 

 

□要 

化学物質濃度を下記のとおり測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し報告すること。 

測定対象物質    ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、スチレン、エチルベンゼン 

パラジクロロベンゼン 、アセトアルデヒド 

測定方法、測定ヶ所   □パッシブ  □アクティブ        3ヶ所 （         ）（         ）（          ） 

尚、指針値を超えた場合は、発生源を特定し十分な対策を講じ再度測定を行うこと。 

■不要 

 

完成図 縮刷版（１）部 原寸版 （2 

）部 （ＣＡＤデータでＣＤ－Ｒ及び原図提出） ■要   □不要 

保全に関する資料一式 

 

工事区分表による。安全協力会を設置し、円滑な工事進捗が行われるよう協力・調整すること。 

 

（財）日本建築総合試験所 本所 加古川試験室 神戸試験室 堺試験室 

 

設計内訳書は、設計図書ではなく参考数量として取扱う。 

 

グリーン購入法により環境負荷を低減できる材料を選定するよう努める。 

 

 

 

自ら立案した創意工夫や技術力に関する項目、又は、地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について工事完了時

までに任意の様式により提出することができる。 

評価する項目の具体例等については、工事成績評定要領を参考にするものとする。 

 

□地元説明    □家屋調査 

 

 

仮
設
工
事 

 

 

1. 仮設計画書    

2.                       

 

2.仮囲い 

 

3.足場その他                  2.2 

 

 

4.養生                        2.3 

 

 

 

 

 

5.仮設間仕切り                2.3 

 

 

6. 監督員事務所               2.4 

 

7.工事用電力 

 

8.工事用水 

 

9.その他 

 

 

 

 

■要   □不要 

 

■フェンスバリケート(H=1800)   □成形鋼板(H=3000)   ■その他（内部 合板貼 H=1800 ） 

 

内部足場   種別   ※■きゃたつ、足場板等      □（     ） 

外部足場   種別   ※■A種   □B種   □C種   □D種    □（     ） 

 

防護シートによる養生   ※■メッシュシート   □（      ）   

材料、撤去材等の運搬   □A種   ■B種   □C種   □D種   □E種 

既存部分（家具等含む）の養生   ※■ビニルシート等    □（      ） 

既存家具等の移動   ※□行わない   ■行う             

既存ブラインド、カーテン養生・保管   ■行う   ※□行わない 

 

□A種   □B種   ※■C種   □（     ） 

□仮設扉    場所（     ） 種類（     ） 

 

□要(     ㎡)   ■不要    備品は監督員の指示による 

 

構内既存の施設   ■利用できる(■有償〔サブメーター設置〕□無償)   □利用できない 

 

構内既存の施設   ■利用できる(■有償〔サブメーター設置〕□無償)   □利用できない 

 

災害防止仮設の設置   ■要 

■「手すり先行工法」による足場設置の適用 

□(             ) 

 

防
水
改
修
工
事 

1.アスファルト防水        3.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.改質アスファルトシート防水   3.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.合成高分子系ルーフィングシート防水 

                 3.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.塗膜防水            3.6 

 

 

 

 

 

5.シーリング           3.7 

 

 

 

 

 

 

 

6.とい              3.8 

 

 

 

 

 

 

7.防水保証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修工法の種類 施行箇所 新規防水層の種別 

保護防水 

 

 

 

 

□Ｐ1Ｂ  □Ｂ-1    ※□Ｂ-2 

□Ｐ1ＢⅠ   □Ｔ1ＢⅠ  □ＢⅠ-1  ※□ＢⅠ-2 

□Ｐ2ＡⅠ  □ＡⅠ-1  ※□ＡⅠ-2 

□Ｐ2Ａ  □Ａ-1    ※□Ａ-2 

露出防水 □Ｍ4Ｃ  □Ｃ-1    ※□Ｃ-2 

□Ｍ3Ｄ     □Ｐ0Ｄ  □Ｄ-1    ※□Ｄ-2 

露出防水断熱 □Ｐ0Ｄ1 

□Ｍ3ＤⅠ   □Ｍ4ＤⅠ 

 □ＤⅠ-1  ※□ＤⅠ-2 

屋内防水 □Ｐ1Ｅ     □Ｐ2Ｅ  □Ｅ-1    ※□Ｅ-2 

（保護層は図示による） 

アスファルトの種別           ※□3種          □（     ） 

保護コンクリートの種類       ※□無筋コンクリート 

既存露出防水層の仕上げ塗装   □除去しない    □除去する 

□脱気装置            □図示による 

□押え金物（材質）（寸法）     □図示による 

□立上り部の保護         □図示による 

□アルミニウム製笠木      □図示による  

 

改修工法の種類 施工箇所 新規防水層の種別 

□Ｍ4ＡＳ工法  □ＡＳ-1   □ＡＳ-2   □ＡＳ-3 

□Ｍ3ＡＳ工法 

□Ｐ0ＡＳ工法 

 □ＡＳ-4   □ＡＳ-5   □ＡＳ-6 

□Ｍ3ＡＳⅠ工法 

□Ｍ4ＡＳⅠ工法 

□Ｐ0ＡＳⅠ工法 

 □ＡＳⅠ-1   □ＡＳⅠ-2 

既存露出防水層の仕上げ塗装   □除去しない   □除去する 

□脱気装置             □図示による 

□押え金物（材質）（寸法）     □図示による 

□アルミニウム製笠木           □図示による 

改質アスファルトシートの種類は、「公共建築改修工事標準仕様書」3.4.2材料による  

 

改修工法の種類 施工箇所 新規防水層の種別 仕上げ塗装等 使用分類 厚さ（mm） 

□Ｐ0Ｓ工法 

□Ｐ0ＳⅠ工法 

□Ｓ4Ｓ工法 

□Ｓ4ＳⅠ工法 

屋上 □Ｓ-Ｆ1   □ＳⅠ-Ｆ1 

□Ｓ-Ｆ2   □ＳⅠ-Ｆ2 

■Ｓ-Ｍ1   □ＳⅠ-Ｍ1 

□Ｓ-Ｍ2   □ＳⅠ-Ｍ2 

□Ｓ-Ｍ3   □ＳⅠ-Ｍ3 

■シルバー 

□カラー 

■非歩行 

□軽歩行 

1.50ｍｍ 

 

□Ｓ3Ｓ工法 

□Ｓ3ＳⅠ工法 

 □Ｓ-Ｆ1   □ＳⅠ-Ｆ1 

□Ｓ-Ｆ2   □ＳⅠ-Ｆ2 

□Ｍ4Ｓ工法 

□Ｍ4ＳⅠ工法 

 □Ｓ-Ｍ1   □ＳⅠ-Ｍ1 

□Ｓ-Ｍ2   □ＳⅠ-Ｍ2 

□Ｓ-Ｍ3   □ＳⅠ-Ｍ3 

図示にて仕様の指定がある場合は、図示を優先する 

□絶縁用シート          □図示による 

□脱気装置             □図示による 

□断熱材              種類           厚さ        

■押え金物（材質）（寸法）   ■図示による 

□アルミニウム製笠木       □図示による  

目地処理   ＰＣコンクリートの場合（                        ） 

増張り     ＰＣコンクリートの場合   ※□図示による 

 

改修工法の種類 施工箇所 新規防水層の種別 仕上げ塗料塗り 

□Ｐ0Ｘ工法  □Ｘ-1 □シルバー 

□カラー □Ｌ4Ｘ工法  □Ｘ-2 

既存露出防水層の仕上げ塗装     □除去しない   □除去する 

□脱気装置                    □図示による 

 

■図示による 

シーリング改修工法の種類     □シーリング充填工法   □シーリング再充填工法   □拡幅シーリング再充填工法 

                              □ブリッジ工法 

接着性試験    ※■簡易接着性試験    

 □引張接着性試験（部位           ） 

          □不要  

         同じ材料で実施した試験成績書がある場合は、監督員の承諾を受けて省略できる  

 

といの材種                     ■ 硬質塩化ビニル管   □配管用鋼管    □（         ） 

鋼管製といの防露巻工法      □（                ） 

縦とい受け金物の取付け           ■図示による 

ルーフドレン            ■図示による 

            工法   □既存のまま     ■一部撤去   ■取替   □（         ） 

            材質   □改修用ゴムドレン  ■鋳鉄製ドレン □（        ）      

          

施工箇所 工法 保証期間 備考 

屋上 機械固定 10年  

    

    

 

 

外
壁
改
修
工
事 

1.施工数量調査        4.1    

 

 

 

 

 

2.外壁改修工法        4.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.ひび割れ部改修工法     4.3～4.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.欠損部改修工法       4.3～4.4 

 

 

 

 

5.浮き部改修工法       4.3～4.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.タイル張り仕上げ外壁改修    4.5 

 

 

7.塗り仕上げ外壁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前調査   ■要   □不要 

調査内容   足場仮設後、直ちに外壁の浮き、クラック等の調査を行い壁面にチョーク等にて明記し、図面に記入の上監督員に提

出し協議する 

施工計画書と報告書   事前調査に基づき施工計画書を作成し、監督員の確認を受けた後施工を行うものとし、施工後施工報告書

を提出する 

 

種類 コンクリート打放し仕上げ モルタル塗り仕上げ タイル張り仕上げ 

ひび割れ ※□樹脂注入工法 

□Ｕカットシール材充填工法 

□シール工法 

□（      ） 

※□樹脂注入工法 

□Ｕカットシール材充填工法 

□シール工法  

□（      ） 

□樹脂注入工法 

□Ｕカットシール材充填工法 

□（      ） 

欠損部 □充填工法 

□（         ） 

※□充填工法 

□モルタル塗替え工法 

□タイル部分張替え工法 

□タイル張替え工法 

浮き部  □注入工法 

□充填工法 

□モルタル塗替え工法 

□注入工法 

□注入口付アンカーピンニン

グエポキシ樹脂注入タイル

固定工法 

□タイル部分張替え工法 

□タイル張替え工法 

目地改修   □目地ひび割れ改修工法 

□伸縮目地改修工法 

 

樹脂注入工法 

注入工法の種類 ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ） 注入量（ｍｌ･ｍ） 備考 

※□自動式低圧エポ

キシ樹脂注入工

法 

0.2以上～1.0未満 ※□200～300 （       ）  

□手動式エポキシ

樹脂注入工法 

0.2以上～0.3未満 （         ） （       ）  

□機械式エポキシ

樹脂注入工法 

0.5以上～1.0未満 （         ） （       ）  

材料   ※□建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ  Ａ 6024 低粘度形又は中粘度形） 

検査   ※□行う（打音検査）   □行わない 

 

Ｕカットシール材充填工法 

※□下地補強材料   □浸透性エポキシ系下地補強材（2液型）   □プライマー（メーカー仕様） 

充てん材料 品質・規格等 備考 

シーリング用材料 ※□1成分形又は 2成分形 

□ポリウレタン系シーリング材 

□2成分形変性シリコン MS-2 

ポリマーセメントモルタルの充てん 

※□行わない   □行う 

可とう性エポキシ樹脂 □メーカー仕様  

ポリマーセメントモルタル、可とう性エポキシ樹脂   製造所、性能等の確認できる資料を監督員に提出する。 

 

シール工法 

※□下地補強材料   □浸透性エポキシ系下地補強材（2液型）   □プライマー（メーカー仕様） 

シール材料 品質・規格等 

□パテ状エポキシ樹脂 

□可とう性エポキシ樹脂 

性能等の確認できる資料を監督員に提出する 

 

充填工法 

充填材料 品質・規格等 

□エポキシ樹脂モルタル 

□ポリマーセメントモルタル 

性能等の確認できる資料を監督員に提出する 

 

注入工法 

改修工法の種類 アンカーピンの本数（本/㎡） 注入口の箇所数（箇所/㎡） 充てん量 

・注入量 一般部 指定部 一般部  

□アンカーピンニング部分エポキシ樹

脂注入工法 

※□16 ※□25   
※□25ml 

※□アンカーピンニング全面エポキシ樹

脂注入工法 

□13 

□10 

□8 

□20 

□10 

□8 

□12 

□10 

□8 

□20 

□10 

□8 

※□25ml 

□アンカーピンニング全面ポリマーセ

メントスラリー注入工法 

※□13 ※□20 ※□12 ※□20 
※□50ml 

□注入口付アンカーピンニング部分エ

ポキシ樹脂注入工法 

※□9 ※□16   
※□50ml 

□注入口付アンカーピンニング全面エ

ポキシ樹脂注入工法 

※□9 ※□16 ※□9 ※□16 
※□25ml 

□注入口付アンカーピンニング全面ポ

リマーセメントスラリー注入工法 

※□9 ※□16 ※□9 ※□16 
※□50ml 

アンカーピン               材質   ※□ステンレス３０４、呼び径４mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの 

注入口付アンカーピン       材質   ※□ステンレス３０４、呼び外径６㎜ 

ポリマーセメントスラリー   性能等の確認できる資料を監督員に提出する 

検査   ※□行う（打音検査）   □行わない 

 

既存タイル撤去   □行う（図示の範囲） 

タイル張り（                 ） 

 

既存塗膜の除去、下地処理の工法 

工法 処理範囲 下地面の補修  

※□サンダー工法 ※□図示による ひび割れ部改修工法 

浮き部改修工法 

欠損部改修工法 
□高圧水洗工法 ※□図示による 

□塗膜はく離剤工法 ※□図示による 

□水洗い工法 ※□図示による 

□エアーブロー工法・ダスターハケによる除去 ※□図示による 

下地調整材は、４．６．４による  
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建
具
改
修
工
事 

1.改修工法の適用         5.1 

 

 

 

 

 

 

2.一般事項            5.1 

 

 

3.アルミニウム製建具            5.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.鋼製建具                      5.3 

 

4.鋼製軽量建具                   5.4 

 

5.ステンレス建具                5.5 

 

6.木製建具                      

 

 

7.建具用金物                    5.6 

 

 

 

  

8.自動ドア開閉装置            5.7 

       

9.自閉式吊り引戸装置          5.8 

 

10.重量シャッター                 5.9 

 

11.軽量シャッター                 5.10 

 

12.オーバーヘッドドア             5.11 

 

13.ガラス                         5.12 

 

14.ガラスブロック                 5.12 

 

 

 

建具の種類 工   法 施 工 箇 所 

アルミニウム製建具 □かぶせ工法    ■撤去工法 1階耐震改修箇所 

鋼製建具 外部 □かぶせ工法    □撤去工法  

内部 □かぶせ工法    □撤去工法  

鋼製軽量建具 □かぶせ工法    □撤去工法  

ステンレス製建具 □かぶせ工法    □撤去工法  

 

防火戸の指定  □図示 

防火戸の自動開閉機構及び防火戸を連動させる場合  □図示 

 

外部に面する建具の性能等級 

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法(mm) 

   □  Ａ 種 S-4 A-3 W-4 70 

   ■  Ｂ 種 S-5 

   □  Ｃ 種 S-6 A-4 W-5 100 

    

防音・断熱・耐震ドアセット、防音・断熱サッシの適用及び遮音性、面内変形追随性の等級   □図示   

 

防虫網   ※□合成樹脂製   □ガラス繊維入り合成樹脂製   □ステンレス（SUS316）製   

表面処理 

  外部   ※■B-1種  □特注色  □（                       ） 

  内部   ※□C-1種  □特注色  □（                       ） 

水切り、ぜん板等   ※□図示 

くつずり  ※■SUS  □（                                   ） 

監督員による製品検査   □有  □無 

 

□図示   

 

□図示   

 

□図示   

 

□図示   

加工・組立て時の材料の含水率  □A種   ※□B種   □C種 

 

金物の見え掛かり部等の材質    ※■図示 

表 16.7.1の※□印の金物の適用   ※■図示 

握り類、押し板類、クレセント等の取付位置    ※■図示 

マスターキー   ■有  ※□無  □（                         ） 

 

□図示 

 

□図示 

 

□図示  ※感知器に連動して降下させる防火シャッターは、危険防止装置付とする 

 

□図示   

 

□図示   

 

■図示   

 

□図示   

 

 

 

 

内
装
改
修
工
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1.改修範囲                         6.1 

 

2.既存床の撤去並びに下地補修       6.2 

 

 

 

 

 

 

3.既存壁の撤去並びに下地補修       6.3 

 

 

 

 

4.既存天井の撤去並びに下地補修     6.3 

 

5.木材の表面仕上げ                 6.5 

 

6.木材の材料                       6.5 

 

 

7.集成材等                         6.5 

 

 

 

 

 

 

8.木材の防腐処理等                 6.5 

 

 

 

 

 

9.軽量鉄骨天井下地                 6.6 

     

 

 

 

 

 

 

10.軽量鉄骨壁下地                  6.7 

 

11.ビニル床シート                 6.8 

 

 

 

  

 

12.ビニル床タイル                 6.8 

 

 

 

 

13.特殊機能床材・ゴム床タイル       6.8 

 

 

 

 

 

 

14.ビニル巾木                     6.8 

 
 

15.カーペット敷き                  6.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.合成樹脂塗床                   6.10 

 

 

 

 

17.フローリング張り               6.11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.畳敷き                         6.12 

 

19.せっこうボード、その他ボード張 6.13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※■図示        

 

ビニル床シート等                    ■仕上げ材のみ撤去     □下地モルタル共撤去              □（          ） 

合成樹脂塗床                        □機械的除去工法       □目荒し工法                      □（          ） 

フローリング（モルタル埋込み工法）  □下地モルタル共撤去   □（             ）                

フローリング（乾式工法）            ■下地組共撤去         □仕上げ材のみ撤去下地補修再利用  □（          ） 

その他（                ）          □（                ） 

改修後の床の清掃範囲              ※■改修箇所の室内       ■図示         □（          ） 

 

コンクリート・ブロック間仕切壁等    ■仕上材のみ撤去  □下地モルタル・下地組等共撤去    

■壁全撤去        □（                 ） 

木製・軽量鉄骨間仕切壁等            □下地材残して仕上材のみ撤去 

                      ■壁全撤去        □（                 ） 

 

□下地材及び下地張ボード等残して仕上材のみ撤去    ■下地材共撤去        □（                ） 

 

表面仕上げの程度      □Ａ種     ※■Ｂ種    □Ｃ種 

 

含水率      ※■Ａ種          □Ｂ種 

代用樹種    ※■可            □不可 

 

 施工場所 構成単材・化粧単板の樹種 単材の厚さ 備考 

造作用 
 

 

□たも      □なら 

□しおじ    □（      ） 

□15内外    

□（       ） 

 

化粧張り 

造作用       

 □たも      □なら 

□しおじ    □ひのき 

□（      ） 

□0.6       

□（       ） 

 

 

防腐処理     ■要   □不要     適用箇所（床組材    ） 

防蟻処理     ■要   □不要     適用箇所（床組材    ） 

防虫処理     □要   □不要     適用箇所（          ） 

木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は、非有機リン系とする。 

              ※□適用する      □適用しない 

 

野縁等の種類   屋外   □19型   ※□25型     屋内   ※□19型   □25型 

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔  □９００程度   □（         ）  

野縁の間隔   □３００程度   □（         ） 

耐震補強及び屋外の軒天井、ピロティー天井の補強は図示による。 

既存の埋込インサート   □使用する     □使用しない 

あと施工アンカーの引抜き試験   □要     □不要 

既存の埋込みインサートの引抜き試験   ※□要     □不要 

 

□65型   ■（   90  型）   □スタッドの高さが 5ｍを超える場合は図示による。 
 

種類 色柄 厚さ 工法 仕上 施工箇所 

■ＮＣ 

□帯電防止 

※□無地 

■模様 

□2.0 

※■2.5 

□3.0 

※■熱溶接 

□突付け 

□ノンスリップ 

※■その他 

廊下・洗濯室・湯沸

し室・踏込み 

 

※□接着剤は JISA5536により、種別は表 6.8.1による 

 

種類 形状 厚さ 

□コンポジション（□半硬質 □硬質） 

□ホモジニアス 

□300角 

□（     ） 

□2   □2.5   □3 

※□接着剤は JISA5536により、種別は表 6.8.1による 

 

□帯電防止床シート、床タイル 

     種類、性能、厚さ      ※□図示 

□視覚障害者用床タイル 

     種類、形状      ※□図示 

□その他の床材(                   ) 

※□接着剤は JISA5536により、種別は表 6.8.1による。ゴム床タイルの種別は表 6.8.2による。 

 

種類 厚さ 高さ 

※□軟質    □硬質 ※□2   □1.5 ※□60    □75    □100 

 

織じゅうたん   ※□標準品   □グリーン購入法規格品 

    種別   □Ａ種   □Ｂ種   □Ｃ種     帯電性   ※□3ＫＶ以下 

□タフテッドカーペット   パイル形状（     ）     帯電性   ※□3ＫＶ以下 

                         パイル長（       ）     工法      □グリッパー工法 

                                                         ※□全面接着工法 

□ニードルパンチカーペット   ※□標準品   □グリーン購入法規格品 

                         厚さ（     ）     帯電性   3ＫＶ以下 

□タイルカーペット 

   種別   ※□Ａ種   □Ｂ種     パイル形状   ※□ループパイル   電気抵抗（     ） 

   寸法   ※□500角     総厚さ   ※□6.5     敷き方（平場）   ※□市松敷き     （階段）   ※□模様流し  

 

種別 仕上の種類 厚さ 

□弾性ウレタン塗床材 ※□平滑仕上げ   □防滑仕上げ   □つや消し仕上げ  

※□エポキシ樹脂塗床材 ※□薄膜流し展べ仕上げ   □厚膜流し展べ仕上げ 

□樹脂モルタル仕上げ   □防滑仕上げ 

 

 

種別 工法 樹種 厚さ 大きさ 種別 

□フローリングブロック 

 

□モルタル埋込工法 

□接着工法 

※□なら 

□(      ） 

※□15 ※□303×303  

□フローリングボード 

■隠し釘止め工法 

□接着工法 

※□なら 

■  桧   

※□15 □(         )  

■単層フローリング 

  □1種 

  □2種 

  □3種 

■(15   ) ■(W100程度 ) ■Ａ種 

□Ｂ種 

□Ｃ種 

□モザイクパーケット □接着工法 □(     ) □(    ) □(       )  

※■釘止工法の場合の接着剤は JISA5536によるウレタン樹脂系とする。 

※□接着工法の場合の接着剤は JISA5536によるエポキシ樹脂系 2液形、ウレタン樹脂系、変成シリコン系とする。 

 

■単層フローリングの仕上げ 

□ウレタン樹脂ワニス塗り   ■クリヤラック塗り   □ 生地のままワックス塗り 

 

種別   □Ａ種   □Ｂ種   ※□Ｃ種   □Ｄ種（          ） 

 

材種 目地処理工法 厚さ 備考 

■せっこうボード（壁） ※■突付けＶ目地 

□継目処理 

■9.5 

※□12.5 

※□H=1800 

□H=2700 

■化粧せっこうボード 

※□突付け ※□9.5 

防火認定は不燃 

※□450×910 

□910×910 

※■目透し ※■9.5 
防火認定は不燃 

専用軽鉄下地付 

■無石綿けい酸カルシウム板 

（0.8ＦＫ） 

※□突付けＶ目地 

※■目透し 

※■6    

□8 

□10    

□12 

JIS A5418に準拠したノンアスベストのもの 

□木質系セメント板 

（ＣＥ板） 

 □20 

※□25 

□30 

難燃毛木セメント板の材質は JIS規格品（難

燃 2級品） 

□繊維強化セメント板    

□パーティクルボード   JIS A5908認定品 

□繊維板   JIS A6901認定品 
 

内
装
改
修
工
事 

 
                                                                                                                                                          

19.合板張り                       6.13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.壁紙張り                       6.14 

 

 

21.モルタル塗り材料               6.15 

 

 

22.タイル伸縮目地・ひび割れ誘発目地 6.16 

 

 

 

23.タイル打診による確認及び報告   6.16 

 

24.タイル接着力試験               6.16  

 

25.タイル材料・工法               6.16 

 

 

 

 

 

 

 

 

26．フリーアクセスフロアー         

 

27．可動間仕切（パーティション）     

 

28．可動間仕切 (スライディングウォール）     

 

29．トイレブース 

 

30．階段滑り止め                    

 

 

 

31．階段手すり 

 

32．黒板及びホワイトボード・掲示板   

 

 

 

33．鏡                              

 

34．表示                            

 

 

 

 

35.ブラインド                      

 

 

 

 

 

36.ロールスクリーン                

 

37.カーテン及びカーテンレール      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.ｺｰﾅｰﾋﾞｰﾄ(壁ボード出隅保護金物） 

 

39.戸棚類 

 

40.流し等 

 

41．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材質 表面の品質 厚さ 工法 

□難燃合板 

※■ラワン合板 

（生地のまま又は透明塗料塗の場合） 
□5.5 ■9 □12 

■A種 

※□B種 

※□しな合板 

（不透明塗料塗の場合） 
□5.5 □9 □12 

□A種 

※□B種 

 □（            ） 
□5.5 □9 □12 

□A種 

※□B種 

□特殊合板 

□天然木化粧合板 □4.2  □(     ) 
□A種 

※□B種 

□特殊加工化粧合板 
□4.0  □(     ) □A種 

※□B種 

遮音シール材 ※□アクリルシーリング材（AC-1）       □ジョイントコンパウンド（JIS A6914） 

 

品質 防火性能 素地ごしらえ 

 ※■1級 □2級 ■RA種   □RB種 

 

床目地   □押し目地   □（      ） 

床目地の割付    □縦横 1.8ｍ   □縦横 3.6ｍ   □（        ） 
 

 外部側に柱型のない場合 外部側に柱型のある場合 

垂直方向 □柱の両側又は開口端部上下及び中間 3～4m程度 □柱型の両端及び中間 3～4m程度 

水平方向 □各階ごと打継ぎ目地の位置 

 

□要    □不要 

 

□要    □不要 

   

タイル種別 施工箇所 工法 形状・寸法 色 見本焼 備考 

内装タイル  □改良積上げ張り 

□壁タイル接着剤張り 

□100×100 

□(         ) 

□標準色 

□特注色 

□要 

□不要 

 

床タイル  □ユニットタイル 

□大型床タイル 

□一般床タイル 

□200×200 

□100×100 

□(         ) 

□標準色 

□特注色 

□要 

□不要 

 

□タイル割り図 

□再生材利用タイル（グリーン購入法規格品） 

 

□材料、寸法、許容水平力等は図示による。    □３０００Ｎ   □５０００Ｎ 

 

□図示 

 

□図示 

 

□材料、寸法、取付方法等は図示による。                                                             

                                                                                                

材質    ※□ステンレス製 （SUS 304）   □（          ） 

形状    ※□ビニール製又は合成ゴム製     幅   ※□３５   □（         ） 

取付け工法   □接着工法   □埋込み 

 

□図示 

 

黒板            ※□焼付け黒板     □暗線入り     □線引き及び文字記入   ※□アルミ製枠 付属品共  □(         ) 

ホワイトボード  ※□ホーロー       □暗線入り     □線引き及び文字記入   ※□アルミ製枠 付属品共  □(         ) 

掲示板          ※□表面材取付    ※□アルミ製枠  □(             ) 

 

□厚さ   ※□5ｍｍ     形状、寸法、材質等     ※□図示 

                                                                          

□衝突防止表示     形状、寸法、材質等     ※□図示 

□法令に基づく表示（非常用進入口等）     形状、寸法、材質等     ※□図示 

□室名札    材質    ※□プラスチック製     文字    ※□有     寸法、枠    ※□図示 

□ピクトグラフ、案内板等の仕様      ※□図示 

    

形式 開閉方式 スラットの幅 スラットの材質 

※□横形ブラインド ※□ギヤ式    

□コード式 

※□25   

□35 

※□アルミニウム合金    

□（          ） 

  □縦形ブラインド ※□2本操作コード式 □80 

□100 

□アルミニウム合金  

□（          ） 

 

□図示 

 

□カーテン、暗幕の材料・寸法・引分け形式は図示による。 

ひだの種類 

    ※□片ひだ   □プレーンひだ   □図示 

カーテンレール 

        材質   ※□アルミ   □（          ） 

        形状     □Ｃ型     □Ｄ型 

コーナーウェイト    暗幕      ※□有   □無   

  カーテン    □有   □無   

遮光カーテン（暗幕用カーテン）の重掛け 

 ※□300ｍｍ以上 

暗幕用カーテン 

       上飾り暗幕      □有   □無 

 

□図示 

 

■図示 

 

■図示 

 

□（        ） 

 



 

 

                                                          

特記仕様書3        

加古川市                工事       
 

一級建築士 大臣登録第      号 

加古川市建設部 土木建設局 営繕・住宅課 

教育委員会教育総務部 学校施設課 

                        担当   

 

 

 

 

設計日 

工事名称 

加古川市        工事 
図面名称                                  平成 １６ 年版 

改修特記仕様書3       version.070320 

図面番号 

 

特記－3 
加古川市 建設部土木建設局 営繕・住宅課 

         教育委員会 教育総務部 学校施設課 

特記 

塗
装
改
修
工
事 

1.材料                             7.1 

 

 

2.下地調整                         7.2 

3.錆止め塗料塗り                   7.3 

4.塗装                       7.4～7.18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火材料の指定 □有    □無 

（防火材料とは不燃材料、準不燃材料、難燃材料をいう） 

 

 

木部 

 
鉄鋼 亜鉛めっき 

ﾓﾙﾀﾙ・ 

ﾌﾟﾗｽﾀｰ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ・押出

成形ｾﾒﾝﾄ板 
ＡＬＣ 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ・

その他ﾎﾞｰﾄﾞ 

下

地

調

整 

既

存 

※□ＲＡ種

（新規） 

※■ＲＢ種

（新規・塗

替） 

□ＲＣ種 

※□ＲＡ種 

（新規） 

※□ＲＢ種 

 （塗替） 

□ＲＣ種 

※□ＲＡ種 

（新規） 

※□ＲＢ種 

 （塗替） 

□ＲＣ種 

※□ＲＡ種 

（新規） 

※■ＲＢ種 

 （新規・塗

替） 

□ＲＣ種 

□ＲＡ種 

※■ＲＢ種 

□ＲＣ種 

※□ＲＡ種 

（新規） 

※□ＲＢ種 

 （新規） 

□ＲＣ種 

※□ＲＡ種 

（新規） 

※■ＲＢ種 

 （新規・塗替） 

□ＲＣ種 

錆
止
め 

種

別 

 □Ａ種 

（JIS K56  ）

（屋外） 

□Ｂ種 

（屋内） 

□Ｃ種 

※□Ａ種 

□Ｂ種 

□Ｃ種 

    

工

程 

 □Ａ種 

□Ｂ種 

※□Ｃ種 

□Ａ種 

□Ｂ種 

※□Ｃ種 

    

ＳＯＰ ※□Ａ種

（新規） 

※■Ｂ種 

 （塗替） 

 □Ｃ種 

※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

 （新規・塗替） 

 □Ｃ種 

※□Ａ種 

 （新規） 

※□Ｂ種 

 

□Ｃ種 

    

ＣＬ □Ａ種 

※□Ｂ種 

      

ＦＥ ※□Ａ種

（新規） 

※□Ｂ種 

 （新規・塗

替） 

□Ｃ種 

※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

 （新規・塗替） 

□Ｃ種 

※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

（新規・塗替） 

□Ｃ種 

    

アクリル 

樹脂系非水 

分散形塗料 

   □Ａ種 

※■Ｂ種 

□Ａ種 

※□Ｂ種 

  

ＡＥ

(屋内） 

   ※□Ａ種 

（新規） 

※■Ｂ種 

（新規・塗

替） 

□Ｃ種 

※□Ａ種 

（新規） 

※■Ｂ種 

（新規・塗

替） 

□Ｃ種 

  

2-ＵＥ

(屋外） 

 □Ａ種 

□Ｂ種 

□Ａ種 

□Ｂ種 

 □Ａ種 

□Ｂ種 

  

2-ASE 

(屋外） 

 □Ａ種 

※□Ｂ種 

□Ａ種 

※□Ｂ種 

 □Ａ種 

※□Ｂ種 

  

2-FUE 

(屋外） 

 □Ａ種 

□Ｂ種 

□Ａ種 

□Ｂ種 

 □Ａ種 

□Ｂ種 

  

EP-G    ※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

（新規・塗

替） 

□Ｃ種 

※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

（新規・塗

替） 

□Ｃ種 

 ※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

（新規・塗替） 

□Ｃ種 

EP    ※□Ａ種 

（新規） 

※■Ｂ種 

（新規・塗

替） 

□Ｃ種 

※□Ａ種 

（新規） 

※■Ｂ種 

（新規・塗

替） 

□Ｃ種 

 ※□Ａ種 

（新規） 

※■Ｂ種 

（新規・塗替） 

□Ｃ種 

EP-M 

(屋内） 

  □ □Ａ種 

※□Ｂ種 

□Ａ種 

※□Ｂ種 

□ □    □ 

EP-T 

(屋内） 

   ※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

□Ｃ-1種 

□Ｃ-2種 

□Ｃ-3種 

※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

□Ｃ-1種 

□Ｃ-2種 

□Ｃ-3種 

 ※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

□Ｃ-1種 

□Ｃ-2種 

□Ｃ-3種 

ＵＣ □Ａ種 

※□Ｂ種 

      

ＯＳ   □       

屋内水

系塗料 

※□Ａ種

（新規） 

※□Ｂ種 

 （塗替） 

 □Ｃ種 

※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

 （塗替・新規） 

 □Ｃ種 

※□Ａ種 

（新規） 

※□Ｂ種 

 （塗替・新

規） 

 □Ｃ種 

    

        

 

※錆止めの塗付け量は「現場塗布による」納入及び使用済量(空缶)からの報告を行う 

※下地調整のＲＢ種 既存塗膜の除去範囲は、塗替え面積の３０％とする 

耐
震
改
修
工
事 

1.適用                             8.1 

 

2.既存部分の処理                  8.19 

 

 

3.鉄筋工事                         8.2 

                                   8.3 

 

 

 

 

 

 

3.あと施工アンカー工事             8.2 

                                  8.11 

 

 

 

4.コンクリート工事                 8.1 

8.2 

                                   8.5  

                                   8.6 

                                   8.7 

                                   8.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.鉄骨工事                        8.12 

                                  8.13 

                                  8.14 

                                  8.15 

                                 8.16 

                                 8.17 

                                 8.18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.柱補強工事                      8.21 

 

 

 

7.耐震スリット新設工事            8.22 

 

 

8.免震・制振改修工事              8.23 

 

9.基礎工事 

 

10.外付け補強工事 

 

10.ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄの拡幅工事 

 

 

■現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設   □鉄骨ブレースの設置   □柱補強   ■耐震スリット新設   □免震・制振改修 

 

目荒し 

  ※■新設壁増設の場合     打継ぎ面の 15～30％ 

□増打ち壁増設の場合   打継ぎ面の 10～15％ 

 

鉄 筋 

■SD295A（D10～D16 JIS G3112規格品）   ■SD345（D19以上 JIS G3112規格品）   ■その他 溶接金網、割裂補強筋 

■形状、寸法は図示による 

配筋方法   標仕様 別図 各部配筋による 

継 手 

■重ね継手   □ガス圧接継手（□技能資格者   □超音波探傷試験）   □特殊な継手 

■技能資格者の提出 

 

■引張耐力、せん断耐力、アンカー径、埋込み深さは図示による 

□金属系アンカー（※□本体打込み式） 

■接着系アンカー（※■カプセル型）   □有機系   □無機系 

アンカー筋の種類   ■頭部ナット付異形棒鋼 45°   □（        ） 

■施工確認試験（打音検査含む） 

  

種 類 

※■レディーミクストコンクリート Ⅰ類        □（        ） 

※■生コンクリートはマル適工場を採用する 

普通コンクリート 

使用箇所 耐震壁  

設計基準強度 ■２１   □２４  

スランプ □１５   ※■１８  

セメントの種類 ■普通（JIS R 5210）   □  

強度割増 ３N/mm2  

  ◎設計基準強度に構造体コンクリートと供試体の強度との差を考慮した割増（ΔF）３N/を加える 

骨 材 

  砂利及び砂（JIS A5308）のアルカリシリカ反応性による区分     ※■Ａ（無害） 

砕石及び砕砂（JIS A5005）のアルカリシリカ反応性による区分   ※■Ａ（無害） 

□（               ） 

混和材料 

  □ＡＥ剤、ＡＥ減水剤   ■高性能ＡＥ減水剤   □（        ） 

型枠の材料 

  ※■合板型枠 厚さ 12ｍｍ（        ）   □金属製型枠   □樹脂系型枠   □打込み型枠   □ブロック型枠   □ラス型枠 

打増し厚さ 

  ※□20mm（外部に面するコンクリート打放し仕上げの場合） 

温度補正 

  ※□要 

打設日 1/1～3/10 3/11～4/20 4/21～10/31 11/1～12/10 12/11～12/31 

補正値Ｔ（N/mm2） 6 3 0 3 6 

骨材試験 

  ※■要（兵庫県コンクリート工法に関する指導要綱 別表に規定する試験方法 指定試験所）   □不要 

コンクリート試験 

  ※■兵庫県コンクリート工法に関する指導要綱による。 

荷おろし 150㎥ごとに 3本（7日）、3本（28日）、3本（強度確認用）採取する。現場水中養生とする。 

■調合強度の管理試験 

荷おろし 150㎥ごとに 3本（28日）採取、20℃±2℃の標準水中養生 

   ■構造体コンクリート強度の推定試験 

  荷おろし 150㎥ごとに 3本（28日）採取、強度確認用（脱型用）別途採取する。現場水中養生 

 ※■フレッシュコンクリート試験 

荷おろし 150㎥ごとにスランプ、空気量、温度、塩化物量を測定する。 

コンクリートの試し練り 

※■要   □不要 

※■JIS規格品は、試し練りを省略できる。JIS規格外品の場合は、加古川市発注工事において過去 1年間で同一工場、同一 

配合のデータがあれば省略できる。 

  ※■調合強度の確認試験は、計画配合の承諾を受けるごとに 3本採取、20℃±2℃の標準水中養生  材齢  ■28日   ■7日 

 

製作工場 

   次のいずれかの工場で、監督員の承諾する工場   建築基準法に基づく指定性能評価期間による認定工場 

   □Ｓグレード   □Ｈグレード   □Ｍグレード   □Ｒグレード   □Ｊグレード 

   □工場検査   □建方検査 

鋼 材 

   材質   ※□JIS等の規格品   □建築基準法に基づき指定又は認定を受けた構造用鋼材及び鋳鋼 

   形状寸法は図示による。 

   種類   □SN400   □SN490   □SS400   □STKR400   □STK400   □BCR295   □（        ） 

高力ボルト 

   ※□トルシア形高力ボルト  （認定セットの種類   ※□2種（S10T）   □（        ）） 

     □溶融亜鉛めっき高力ボルト（認定セットの種類   ※□1種（F8T相当）   □（        ）） 

     □JIS高力ボルト 

   摩擦面処理   □ブラスト処理   □（        ） 

     □監督員による締付け確認立会い 

溶接接合 

   完全溶け込み部の試験 

※□超音波探傷試験     □（          ） 

  ※□工場溶接及び工事現場溶接共、全数試験とする。 

スタッド溶接 

   □打撃曲げ試験 

モルタル・グラウト材 

   □柱底均しモルタル   ※□無収縮モルタル      □（         ） 

   ■グラウト材     ■圧縮強度 30N/mm2以上     □（        ） 

                    ■コンシステンシー試験（Ｊロート）要 

錆止め塗装 

   ※□ JIS K5621     □（          ） 

耐火被覆 

種別 所要性能及び適用構造区分 

□ラス張りモルタル塗り  

耐火材吹付け □乾式吹付けロックウール 

□半乾式吹付けロックウール 

□湿式ロックウール 

 

□耐火板張り 

現場組立 

   搬入路や敷地内の障害物の調査を綿密に行い、ブレースを分割しなければならない等設計図書と相違する場合を含め、建方計 

画を行うこと。また、組立・設置が完了した時点で監督員の検査を受ける。 

 

□溶接金網巻き工法   □溶接閉鎖フープ巻き工法   □鋼板巻き工法   □帯板巻き工法   □連続繊維補強工法 

□柱頭、柱脚の隙間あり 

□その他は図示による 

 

■充填材（ ﾛｯｸｳ-ﾙ 40Kg/m3        ）   幅（ 35    ）   深さ（ 全貫通  ） 

■図示による。 

 

□図示による。 

 

□図示による。 

 

□図示による。 

 

□図示による。 

環
境
配
慮
改
修
工
事 

1.アスベスト処理一般事項 

 

 

 

 

2.吹付けアスベスト処理等     9.1 

 

 

 

 

 

 

 

3.アスベスト成形板の処理等     9.1 

 

 

 

 

 

4.外断熱改修工事          9.3 

 

 

 

5.ガラス改修工事          9.4 

 

 

6.断熱・防露改修工事               9.5 

 

7.屋上緑化改修工事                 9.6 

 

 

8.透水性アスファルト舗装改修工事   9.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスベスト含有建材の処理を行う場合は、関係法令及び条例等を遵守すること。また官公署その他への手続き等は遅延なく行う

こと。着工に先立ち、アスベスト処理に伴うアスベス粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工計画書を作成し、監督員の承諾を

受ける。 

※■工事施工中にアスベスト含有の恐れがある建材が見つかった場合は、監督員と協議を行うこと。 

 

使用箇所 材料名 処理を行う範囲 処理工法 事前調査情報 

  ※□図示   

□（        ） 

□除去工法   

□封じ込め工法 

□囲い込み工法 

□試験済 

□図面調査済 

□図面なし 

     

吹付けアスベストの施工調査   ※□行う     □（          ） 

アスベスト粉じん濃度測定     ※□行う     □（          ） 

 

使用箇所 材料名 処理を行う範囲 処理工法 事前調査情報 

湯沸し室・踏込み 

脱衣室 

Pタイル 

ライトボ－ド 

※■図示   

□（        ） 

■除去工法   

□封じ込め工法 

□囲い込み工法 

□試験済 

■図面調査済 

□図面なし 

     

 

既存外壁の仕上材の撤去、清掃（          ） 

通気層の有無、厚さ          （          ） 

断熱材（        ） 

 

複層ガラスの厚さ   建具表による 

断熱性  日射遮へい性による区分    ※□Ｕ3－1   □Ｕ3－2 

 

断熱材（        ）     厚さ（         ） 

 

システムの種類   □管理型     □省管理型 

その他特記事項は図示による。 

 

□路床土   厚さ（        ） 

□遮断層   材料（        ） 

□凍上抑制層   （        ） 

□フィルター層   車道部   ※□150mm     □（        ） 

                 歩道部   ※□ 50mm     □（        ） 

□路床安定処理   厚さ   （※□300mm     □（        ）） 

発生土   ※□構外     □構内 

□路床土の支持力比試験 

□路床締固め度の試験 

 厚さ 
材料 試験 

車道部 歩道部 

路盤 
※□  150mm 

□（     ） 

※□  50mm 

□（     ） 

※□砕石、再生クラッシャラン 

  □（          ） 

□締固め度試験 

舗装 

※□   50mm 

□（     ） 

※□   30mm 

□（     ） 

車道部   ※□改良アスファルトⅠ型 

           □（         ） 

歩道部   ※□ストレートアスファルト型 

           □（        ） 

 

 
 



 

 

                                                          

特記仕様書4        

加古川市                工事       
 

一級建築士 大臣登録第      号 

加古川市建設部 土木建設局 営繕・住宅課 

教育委員会教育総務部 学校施設課 

                        担当   

 

 

 

 

設計日 

工事名称 

加古川市        工事 
図面名称                                  平成 １６ 年版 

改修特記仕様書4       version.070320 

図面番号 

 

特記－4 
加古川市 建設部土木建設局 営繕・住宅課 

         教育委員会 教育総務部 学校施設課 

特記 

材料及び責任施工業者等の指定 

章 品目 特定材料・責任施工業者   （同等品以上） 

防
水
改
修
工
事 

合成高分子系ﾙ-ﾌｨﾝｸﾞｼ-ﾄ 機械固定工法（Ｓ-Ｍ1）加硫ゴム系 シルバ－仕上げ ｱ 1.5 非歩行用 

  

  

  

  

  

外
壁
改
修
工
事 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

健
在
建
具
改
修

工
事 

アルミ製建具 トステム（株）・三協立山アルミ（株）・ＹＫＫａｐ（株）・不二サッシ（株）・（有）エム・オ－ル建材 

  

  

  

  

  

内
装
改
修
工
事 

アルミ庇 （株）ツヅキ・（有）エム･オ－ル建材 

家具工事 （株）板文・（株）大山木工・橋工芸（株）・さのむね工芸（株）・（株）福井室内装備・（有）岡田装飾 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

塗
装
改
修
工
事 

  

  

  

  

  

  

耐
震
改
修
工
事 

耐震スリット （株）コンステック・太平洋マテリアル（株）・峰岸（株） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

環
境
配
慮
改
修
工
事 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

工事区分表 

工事 項目 建築工事 電気工事 機械工事 別途工事 備考 

仮
設
工
事 

共通仮設工事 ○     

本設用の上下水道・ガス・電気等に要する諸手続き  ○ ○   

仮囲い ○     

雨水用仮設ﾎﾟﾝﾌﾟ・排水管 ○     

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

構
造
関
係 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

本
体
工
事
・
共
通
事
項 

床、壁、天井の器具等のための墨出し、切込、穴開け ○     

床、壁、天井の器具等のための墨出し  ○ ○   

同上                        下地補強 ○     

同上                        電源用配管,配線及び接続  ○    

家具工事・据付共 ○     

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

屋
外
工
事 

竪樋から第一桝までの接続 ○     

同上第一桝以降の排水設備（桝・側溝等）   ○   

既設配管・配線の切り離し  ○ ○   

既設雨水側溝 撤去処分 ○     

雨水側溝 雨水排水管 ○     

      

      

      

      

      

       

      

      

      

      

      

      

      

      

      

       

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

       

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

その他特記事項 

 

施工条件 

  ■下記の工事は、夏休み期間中（7/19～8/31）に開始・完了すること。 

    ・職員室・階段室耐震スリット設置 

    ・2階遊戯室耐震梁補強 

    ・屋上防水改修 

  ■下記の工事は、夏休み股間中（7/19～8/31）に開始・コンクリ－ト打設まで完了すること。 

    ・1階廊下耐震壁 

  ■職員室内部の作業は原則として園の運営時間（平日 8：15～17：15）に行う。 

  ■外壁・建具撤去部は、外部より侵入のないよう養生を行うこと。 

  ■その他園の運営に配慮し園・係員と協議の上施工を行うこと。 

  

 □引渡日程（                                                                                                       ） 

  

  □敷地条件（                                                                                                       ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外壁・内壁仕上げ一覧 

種類 呼び名 仕上げの形状 工法 施工場所 

薄
付
け
仕
上
げ
塗
材 

□外装薄塗材Ｓi 

□可とう形外装薄塗材Ｓi 

□砂壁状      □ゆず肌状 吹付け  

□ゆず肌状     □さざ波状 ローラー塗り  

□外装薄塗材 E 

□可とう形外装薄塗材 E 

□砂壁状      □ゆず肌状 吹付け  

□平たん状     □凹凸状 こて塗り  

□ゆず肌状     □さざ波状 ローラー塗り  

□着色骨材砂壁状 □吹付け    □こて塗り  

□防水形外装薄塗材 E □ゆず肌状     □さざ波状 ローラー塗り  

□凹凸状 吹付け  

□外装薄塗材Ｓ □砂壁状 吹付け  

□内装薄塗材Ｃ 

□内装薄塗材Ｌ 

□凹凸状 吹付け  

□平たん状     □凹凸状 こて塗り  

□ゆず肌状     □さざ波状 ローラー塗り  

□内装薄塗材Ｓi 

□内装薄塗材 E 

□内装薄塗材Ｗ 

□砂壁状じゅらく  □ゆず肌状 吹付け  

□平たん状     □凹凸状 こて塗り  

□ゆず肌状     □さざ波状 ローラー塗り  

厚
付
け
仕
上
塗
材 

□外装厚塗材Ｃ □吹放し      □凸部処理 吹付け  

□平たん状     □凹凸状 

□ひき起こし    □かき落とし 

こて塗り  

□外装厚塗材Ｓi 

□外装厚塗材 E 

□吹放し      □凸部処理 吹付け  

□平たん状     □凹凸状 

□ひき起こし 

□こて塗り 

□ローラー塗り 

 

 

□内装厚塗材Ｃ □吹放し      □凸部処理 吹付け  

□平たん状     □凹凸状 

□ひき起こし    □かき落とし 

こて塗り  

□内装厚塗材Ｌ □平たん状     □凹凸状 

□ひき起こし    □かき落とし 

こて塗り  

□内装厚塗材Ｇ □平たん状     □凹凸状 

□ひき起こし    □かき落とし 

こて塗り  

□内装厚塗材Ｓi 

□内装厚塗材 E 

□吹放し      □凸部処理 吹付け  

□平たん状     □凹凸状 

□ひき起こし 

□こて塗り 

□ローラー塗り 

 

 

複
層
仕
上
塗
材 

□複層塗材ＣE □凸部処理     □凹凸模様 吹付け  

□ゆず肌状 ローラー塗り  

□可とう形複層塗材ＣE □凸部処理     □凹凸模様 吹付け  

□ゆず肌状 ローラー塗り  

□複層塗材Ｓi 

■複層塗材 E 

□複層塗材ＲE 

□複層塗材ＲＳ 

■凸部処理     □凹凸模様 吹付け  

□ゆず肌状 ローラー塗り  

□防水形複層塗材ＣE 

□防水形複層塗材 E 

□防水形複層塗材ＲＳ 

□防水形複層塗材ＲE 

□凸部処理     □凹凸模様 吹付け  

□ゆず肌状 ローラー塗り  

軽
量
骨
材 

仕
上
塗
材 

□吹付用軽量塗材 □砂壁状 吹付け  

□こて塗用軽量骨材 □平たん状 

軽量骨材仕上塗財 

こて塗り  
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浜国道

職員

保健

玄関

教材

和室

浴室

脱衣

踏込

湯沸

廊下

倉庫

便所 保育室 保育室 保育室

配　置　図　　S=1/200

敷地境界線

手洗

足洗 足洗

手洗

手洗

1/200別府町幼稚園　耐震補強工事

ブロック3段　上フェンスH750

スク－ルゾ－ンの為

仮囲い

仮囲い

扉

凡例

内部仮囲い　（合板貼　H=1800程度）

外部仮囲い　（フェンスバリケ－ド　H=1800程度）

注）、耐震壁新設・外部建具改修工事において、新規建具等による閉鎖が出来る迄の間

仮設
監督員事務所

仮設事務所・便所・資材置き場・駐車ｽﾍﾟ-ｽは、監督員･幼稚園と協議の上決定。

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

通行する場合は、事前に関係官庁と協議の上、許可を得る事。

＊耐震壁のコンクリ－ト打設は、夏休み中に行うこと。

Ａ－６
配置図

7:30～8:30　13：00～16：00車両通行不可

駐車ｽﾍﾟ-ｽ

資材置き場

資材置き場は、フェンスバリケ－ドにて囲むこと。

仮
囲

い

外部足場　Ｗ1200*Ｌ5400*Ｈ7170
3方ﾒｯｼｭｼ-ﾄ貼り

扉
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ホール
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押入 トコ

和室　8帖

浴室
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保育室
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1,200
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A

D

C

1234567

B

D

C

戸
棚

1234567

1:100

便所

凡例

取り外し・復旧

足洗い場

手洗い場 手洗い場

足洗い場

建具（枠共）・ＲＣ造壁　撤去

建具（枠共）・ＲＣ造壁　撤去

木製建具　撤去

手洗い撤去

竪樋　GP　φ100撤去

窓下構造ｽﾘｯﾄ

窓下戸棚

窓下構造ｽﾘｯﾄ

撤去・解体部分

改修工事部分

建具（枠共）・ＲＣ造壁　撤去

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ　撤去 土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ撤去

側溝撤去　L=1200

階段・側溝L=4100　撤去

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

物置

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ撤去　2500*500

AW

11

撤去

12

AWD

撤去

AW

3 撤去

1 撤去

SD

D

5
撤去

前室
D

6 WD

12

Ａ－７

1階改修前　平面図

側溝撤去　L=900
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撤去・解体部分

凡例
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庇　撤去

竪樋　GP　φ100撤去

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

塩ビ波板下屋撤去　2400*2400程度

2階改修前　平面図

Ａ－８
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撤去部分

凡例

シート防水　撤去

シート防水　撤去

シート防水　撤去 ルーフドレイン　φ100　撤去

ルーフドレイン　φ100　撤去

ルーフドレイン　φ100　撤去

ルーフドレイン　φ100　撤去

立上り部　押え金物　撤去

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

R階改修前　平面図

Ａ－9



〒672-8040　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１
ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

41,560

7,5007,5007,5008,00011,060

3,7004,3002,7002,6001,9003,860

2258,0155,4105,410

1,8502,010

240

240 225 225 225 225

41,560

10,820 240 8,000 7,500 7,500 7,500

5,410 5,410 8,015 225 225 225 225240

1,200 300 300

3
,0
0
0

1
0
,
00
0

70
0

3
5
03
50

4
0

7
,
5
0
0

2
,4
2
0

4
0

2
,
2
70

7
,7
3
0

1
9
0

2,500350350

1
8
,0
00

5
,8
4
0

2
,
2
0
0

2,
20
0

3
,1
3
0

4
,
63
0

3
0
0

2
4
0

6
0

保健室

園長室

職員室

玄関

教材室

ホール

階段室

上る

倉庫

便所

押入 トコ

和室　8帖

湯沸室

前室

保育室 保育室
保育室

廊下

通路通路

1,500

壁
通
芯

柱
通
芯

壁
通
芯壁

通
芯

柱
通
芯

柱
通
芯

柱
通
芯

壁
通
芯

壁
通
芯

柱
通
芯

壁
通
芯

柱
通
芯

壁・柱通芯
壁通芯

壁通芯

壁通芯
柱通芯

壁通芯
柱通芯

柱通芯
壁通芯

柱通芯
壁通芯

踏込

1,500

テラス

柱
通
芯

テラス

12
0

18
0

1,200

B

A

D

C

1234567

花壇

B

D

C

戸
棚

1234567

1:100

改修工事部分

足洗い場

手洗い場 手洗い場

足洗い場

凡例

ＡＷ
新-1階段・側溝L=4100　復旧

側溝復旧　L=1200

手洗い新設

改修工事部分（補助対象外）

耐震ｽﾘｯﾄ新設 耐震ｽﾘｯﾄ新設

窓下戸棚　復旧

竪樋　ｶﾗ-VP　φ100新設

物置

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ復旧　2500*500

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄｱ150　・ｺﾝｸﾘ-ﾄ金ｺﾃ押ｴ

注）側溝改修時、ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ・排水ﾎﾟﾝﾌﾟ等により排水路を確保すること。

注）、職員室工事中　支障となる家具は、打合せの上、移動・復旧
及び既存家具・パソコン等の養生は、本工事で行う事。

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

ＡＤ
新-1

ＡＷ
新-2

ＡＤ
新-2

別府町幼稚園　耐震改修工事

12

砕石地業　ｱ150・溶接金網　CD10-100*100

洗濯室

棚

WD

6

1階改修後　平面図

Ａ－１０

側溝復旧　L=900

D
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凡例

構造ｽﾘｯﾄ

改修工事部分

竪樋　ｶﾗ-VP　φ100　新設

ｱﾙﾐ庇　新設D800*L=2000

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

800*2,000

1
0
0 5
51
7
5

金属系ｱﾝｶ-　M12*90　＠600

8
5

アルミ　ｱ2.0　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付
発砲ﾊﾟﾈﾙ　ア10

アルミ　ｱ2.0　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付

ｼ-ﾘﾝｸﾞ20*15程度（ｼﾘｺﾝ系）

アルミ庇詳細図　S=1/30

別府町幼稚園　耐震改修工事
2階改修後　平面図

Ａ－１１

塩ビ波板ｱ1.0下屋新設　2400*2400程度
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改修（新設）工事部分
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壁芯線

6
0

ルーフドレイン　φ100在来のまま

シーリング20*20程度【やり替え】

ハッチ（タラップ）廻り詳細図 1：10 側溝廻り詳細図 1：10 壁面詳細図 1：10

【新設】

既存シート防水仕上【撤去】

Ａ-Ａ’断面図

Ａ Ａ’

シーリング【やり替え】

シーリング【やり替え】

既存シート防水仕上【撤去】

【新設】

既存シート防水仕上【撤去】

鋳鉄製ルーフドレイン　φ100　新設

鋳鉄製ルーフドレイン　φ100　新設

鋳鉄製ルーフドレイン　φ100　新設

鋳鉄製ルーフドレイン　φ100　新設 ｱﾙﾐ防水押ｴ　新設

立上り部　ｱﾙﾐ防水押ｴ　新設

ｼ-ﾘﾝｸﾞ20*20程度　【やり替え】

【新設】

既存シート防水仕上【撤去】

【新設】

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

樹脂ﾓﾙﾀﾙ　下地調整の上　露出ｼ-ﾄ防水層　ｱ1.5　新設

L-45*65程度

アルミ押さえ金物L-45*65程度【撤去・新設】

アルミ押さえ金物　L-45*65程度【撤去･新設】

アルミ押さえ金物L-30*15程度【撤去・新設】

下地調整の上　露出シ－ト防水　ｱ1.5

下地調整の上　露出シ－ト防水　ｱ1.5

下地調整の上　露出シ－ト防水　ｱ1.5

下地調整の上　露出シ－ト防水　ｱ1.5

R階改修後　平面図
Ａ－12

L-45*65程度
ｱﾙﾐ防水押ｴ　新設
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南立面図　S=1/100 北立面図　S＝1/100

東立面図　S=1/100

A

B

C

D

E

F

G

H

建具撤去廻り　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　W=150撤去（周囲　ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切共）

RC造壁撤去廻り　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　W=150撤去（周囲　ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切共）

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁撤去　ｱ170程度（ﾓﾙﾀﾙ仕上共）（周囲　ｺﾝｸﾘﾄｶｯﾀ-切）

AC

撤去・解体部分

凡例

B

C

アルミ製建具（枠共撤去）【撤去】

鋼製製建具（枠共撤去）【撤去】

RC造壁　耐震ｽﾘｯﾄ切　W=35

RC造　庇　ｱ200程度【撤去】

竪樋　GPφ100【撤去】

F F

F

G

G

E

G

G

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

改修前　立面図-1
Ａ－13
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撤去・解体部分

凡例
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建具撤去廻り　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　W=150撤去（周囲　ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切共）

RC造壁撤去廻り　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　W=150撤去（周囲　ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切共）

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁撤去　ｱ170程度（ﾓﾙﾀﾙ仕上共）（周囲　ｺﾝｸﾘﾄｶｯﾀ-切）

B C

C

A

C

C B

B
B

A
A

アルミ製建具（枠共撤去）【撤去】

鋼製製建具（枠共撤去）【撤去】

RC造壁　耐震ｽﾘｯﾄ切　W=35

RC造　庇　ｱ200程度【撤去】

竪樋　GP　φ100【撤去】

D

D

D

H

D

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

改修前　立面図-2
Ａ－14
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東立面図　S=1/100

凡例

Ｄ Ｄ

改修工事部分

改修後　立面図-1

A
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D

E

F

G

腰　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ

耐震ｽﾘｯﾄ　W=35　　外部　複層塗材E　吹付　W=100程度補修

竪樋　ｶﾗ-VP　φ100　新設

アルミ製建具　新設

F

D

B

BE

F

F

F

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押 ｴ　補修　W=150程度　

G

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　複層塗材E吹付

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修　W=150程度　複層塗材E吹付

Ａ－15
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腰　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ

耐震ｽﾘｯﾄ　W=35　　外部　複層塗材E　吹付　W=100程度補修

竪樋　ｶﾗ-VP　φ100　新設

アルミ製建具　新設

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ　補修　W=150程度　
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柱小口 B

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

H

B

アルミカラ－庇　新設（D800*L2000)

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　複層塗材E吹付

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修　W=150程度　複層塗材E吹付
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職員室
ホール

玄関

前室
湯沸室

和室8帖 教材室

600×600

ボーダーテラゾーブロック

床　Pタイル貼り

床　Pタイル貼り

カーテンレール

コンクリートブロック（ア）100

掲示板

ステンレスパイプ　φ48.6

トコ

押入

床　Pタイル貼り

ケヤキ練付ベニヤフラッシュ（ア）30M/M

板畳

（ア）5.5ベニヤ張り

地袋

（ア）100
コンクリートブロック

トコ板ケヤキ練付ベニヤ
（ア）30フラッシュO.S.C

踏込床　Pタイル貼り

床ナラフローリング
（ア）15

Pタイル貼り

飾り棚

戸棚

流しｽﾃﾝﾚｽ 調理台
1,200×550×800

ガス台
600×545×616

畳敷8帖

600×600 600×600

100×40 90×40

100×100

90×40
100×40

脱衣
85×25100×40

100×25

100×40

75×30

600×600

塗板　1,800×900

モルタルコテ

壁・柱芯

壁芯

保健室

棚

スクリーンアルミ製　H2,110

600×600

柱
・
壁
芯

柱
芯

壁
芯

壁芯

柱芯

柱芯

壁芯

1:50

浴室

床　長尺塩ビシ-ト貼り

床　150角床用磁きタイル

床　150角床用磁きタイル

（撤去）

（撤去）

木製建具　撤去

（撤去）

（撤去）
（撤去）

間仕切壁・木製建具　撤去

300 300

3
00

30
0

ｱﾙﾐ製建具撤去
RC造壁　撤去

4周ﾓﾙﾀﾙ撤去　W=150程度

床　Pタイル貼り（撤去）

ｺﾝｸﾘ-ﾄ　溝ﾊﾂﾘ　W=150程度

ｱﾙﾐ製建具撤去
RC造壁　撤去

4周ﾓﾙﾀﾙ撤去　W=150程度

窓下　戸棚　取り外し

花壇　H=450　

レンガ化粧積　H=450

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾃｽﾄﾋﾟ-ｽ　

段バナ　ｽﾃﾝﾚｽﾉ-ﾝｽﾘｯﾌﾟ35M/M

段バナ　ｽﾃﾝﾚｽﾉ-ﾝｽﾘｯﾌﾟ35M/M　

クロス仕上

天板　撤去

ｺﾝｸﾘ-ﾄ　撤去

段バナタイル

側溝　撤去

（撤去・床組共　撤去）

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ　ｱ120　（撤去・ポリコンモザイクタイル貼）

100×40

浴槽・ﾊﾞﾗﾝｽ釜

展開方向

A

B

C

D

モルタルコテ

300 300 600

ｺﾝｸﾘ-ﾄ階段　撤去

洗面化粧台

別府町幼稚園　耐震改修工事

150

ﾎﾟ－ﾁ
－150

－
＋０

－
＋０

－
＋０

－
＋０

－
＋０

－
＋０

150＋

150＋

150＋

－
＋０

－150

－600

－600

－150
－
＋０

注）、床　Pタイル貼撤去・天井　ライトボ－ド撤去工事は、手作業とし作業レベル3建材として、除去作業を行う事。

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

改修前 Ａ－17

湯沸室・職員室廻り平面詳細図
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1：30

1：50

場所 仕上

床

巾木

腰

壁

天井

備考

処理法

改修前　　踏込　仕上表

場所 仕上

床

巾木

腰

壁

天井

備考

処理法

改修前　　脱衣室　仕上表

場所 仕上

床

巾木

腰

壁

天井

備考

処理法

ｱﾙﾐ製建具撤去（枠共撤去）

改修前　　浴室　仕上表

下地モルタルコテ Pタイル貼 仕上　撤去　

木造床組　H=150

トガフロ-リング貼　ｱ15.0　OSV塗 下地共撤去　

モルタルコテ　H=100　　VP塗

モルタルコテ押ｴ　EP塗

同上

木造野縁組

杉柾ベニヤ　ソコ目地貼

在来のまま　

下地モルタルコテ Pタイル貼 仕上　撤去　

モルタルコテ　H=100　　VP塗 在来のまま

モルタルコテ押ｴ　VP塗
在来のまま

同上
在来のまま

木造野縁組

プラスチックリブ貼

下地共撤去　

木製建具撤去（枠共撤去）

CB造間仕切り壁（撤去）

洗面化粧台（鏡共）撤去

仕上　撤去　

モルタルコテ押ｴ　VP塗 在来のまま

木造野縁組
下地共撤去　

プラスチックリブ貼

壁構造ｽﾘｯﾄ切

RC造間仕切り壁（撤去）
木製建具撤去（建具のみ撤去）

下地モルタル

ポリコンモザイクタイル貼

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ　ｱ180程度　（仕上げ共）

仕上　撤去　

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ　撤去

100角タイル貼　H=1300

浴槽・ﾊﾞﾗﾝｽ釜撤去

C面

1
,
80
0

1
,
80
0

モルタルコテ　V.P

1,900 1,900

洗面化粧台（撤去）

CB造壁撤去

木軸間仕切壁撤去

D面

1,200 1,200

A面 B面

1
5
0

2
,
3
0
0

木製建具　撤去

H
=
2
,
3
0
0

1,630

H=
2
,
4
5
0

腰　半磁キ

モルタルコテ　V.P

100角タイル貼り撤去

ﾓﾙﾀﾙｺﾃW=150程度撤去

ﾓﾙﾀﾙｺﾃW=150程度撤去

1
5
0

1
,
8
0
0

1,900

CB造壁撤去

木製建具　撤去

木軸間仕切壁撤去

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ撤去

1,630

H=
2
,
4
5
0

腰　半磁キ

モルタルコテ　V.P

100角タイル貼り撤去

ﾓﾙﾀﾙｺﾃW=150程度撤去

ﾓﾙﾀﾙｺﾃW=150程度撤去

6
0
0

1,900

RC造壁撤去

アルミ製建具撤去

1
,
3
0
0

浴槽・ﾊﾞﾗﾝｽ釜　撤去

A面 B面 C面 D面

建具・RC造壁撤去廻りはｶｯﾀ-切を行う事。

1
,
80
0

180×60撤去

1,800

H
=
2
,
4
5
0

木製建具撤去（建具のみ）　

1,900

モルタルコテ　E.P

トガ.フローリング(ア)15

45×45@400（撤去）

モルタルコテ　H=100　VP

踏込

A面

建具・RC造壁撤去廻りはｶｯﾀ-切を行う事。

B面

3,860

和室　B面

在来のまま

（撤去）

1
,
8
00

1,800

1
5
0

C面

脱衣
浴室

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園耐震改修工事

注）、床　Pタイル貼撤去・天井　ライトボ－ド撤去工事は、手作業とし作業レベル3建材として、除去作業を行う事。

ﾓﾙﾀﾙｺﾃW=150程度撤去ﾓﾙﾀﾙｺﾃW=150程度撤去

ﾓﾙﾀﾙｺﾃW=150程度撤去

1,900

1
5
0

1
,
8
00

モルタルコテ　E.P

（撤去）

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　W=150程度　撤去

D面

トガ.フローリング(ア)15

45×45@400（撤去）

40
1
,
8
00

4
8
0

ジュラクサチン吹付
モルタルコテ

（在来のまま）

3,850
7

浴室・脱衣室・踏込　展開図-1

改修前 Ａ－18
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1：50

1：30

凡例

躯体・建具　撤去

モルタル等仕上　撤去

5,840

C面

2
,
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2
0
0

1
,
3
0
0

モルタル下地　ゾラコート吹付
（在来のまま）
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0

4
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9
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0

9
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6
2
5

ベニヤフラッシュ戸見込　24O.P
彫込引手　底車

掲示板

塗板
1,800×900

1
,
80
0

モルタル下地ゾラコート吹付

モルタルコテ　V.P　H＝100

引き出し

（ア）3透明　中棚2段

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）
（在来のまま）

（在来のまま）

7 5

D面

6
0
0

1
0
0

1
,
8
0
0

5
4
0

4
0

7
20

4
0

1
0
0

500

5,840

（ア）5.5ベニヤフラッシュ

（ア）5.5ベニヤ30×30@300

下地デコラ張り （撤去）

A

モルタル下地ゾラコート吹付

10,820

1
,
2
00

1,
3
0
0

シナベニヤフラッシュ戸　見込24　O.P

構造ｽﾘｯﾄ切　W=35

構造ｽﾘｯﾄ切　W=35

（在来のまま）

（在来のまま）

窓下戸棚　取り外し・再使用（天板撤去）

75

B面
A面

場所

巾木

腰

壁 同上

木造野縁組

有孔ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目地貼　ｱ9.5　　EP塗り

一部ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目地貼　ｱ9.5　　EP塗り

天井

床

備考

処理法改修前仕上

　　1階職員室　仕上表

Pタイル貼モルタルコテ押ｴ

モルタルコテ押ｴ　VP

モルタルコテ押ｴ　ゾラコ－ト吹付

在来のまま

額縁・木製カ-テンボックス　　OP塗

窓下戸棚　OP塗 取り外し

塗板・掲示板（ｸﾛｽ貼）

在来のまま

在来のまま

在来のまま

在来のまま

在来のまま

家具　OP塗 在来のまま

窓下　腰ｽﾘｯﾄ切　W35 撤去

職員室

職員室

500

7050

30×30@300

（ア）18ラワン
（ア）9ベニヤ

75×40

モルタル下地ゾラコート吹付

下地パーティクルボード（ア）25
天板デコラ張り

75×40

5
4
0

10
0

4
0 3
0

40

7
5
0

注）、スリット工事中　取り外しの事

（撤去）

Ｄ面

6
5
0

建具撤去

900*600

800*1900

RC造壁撤去

ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切

ﾓﾙﾀﾙ仕上W=150程度撤去

ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切

ｺﾝｸﾘ-ﾄｶｯﾀ-切

2,
5
4
0

湯沸室

2
,
57
0

3
,
2
2
0

1
,
8
0
0

換気扇φ250

流し台調理台

C面

モルタルコテ　V.P 撤去

900

RC造壁・庇　撤去

ｱﾙﾐ建具　撤去
900*600

（在来のまま）

（在来のまま） （在来のまま）

ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切

ﾓﾙﾀﾙ仕上W=150程度撤去

ガス台　（在来のまま）

建具撤去

4,630

D
2,600

6

ﾓﾙﾀﾙ仕上W=150程度撤去

2
,
5
4
0（在来のまま）

2,600
6

C
H
　

2,
5
4
0

棚板（ア）24

引き出し

6
00

8
6
0

4
0

4
0

18
0

4
0

4
0

1
0
0

A面

棚板（ア）24
（ア）4型ガラス

ベニヤフラッシュ戸見込　24O.P

モルタルコテ　V.P

（在来のまま）

湯沸室

湯沸室

4,630

3,000 1,630

D

B面

撤去

場所

巾木

腰

壁 同上

天井

床

備考

処理法改修前仕上

Pタイル貼モルタルコテ押ｴ

モルタルコテ押ｴ　VP

　　1階湯沸室　仕上表

下地組共撤去ライトボ－ド　ｿｺ目地貼　ｱ4.0　　VP塗り

木造野縁組

一部撤去

一部撤去

一部撤去

コンロ台L=600

額縁・木製建具　　OP塗 家具　OP塗 在来のまま
在来のまま流し台・調理台
撤去
撤去アルミ製建具・鋼製建具

モルタルコテ押ｴ　VP

撤去

RC造　壁、庇

在来のまま

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

注）、床　Pタイル貼撤去・天井　ライトボ－ド撤去工事は、手作業とし作業レベル3建材として、除去作業を行う事。

職員室窓下戸棚詳細図　S=1/30

職員室・湯沸室　展開図-2

改修前　 Ａ－19
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床　Pタイル貼り

ステンレスパイプ　φ48.6
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踏込

飾り棚
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段バナタイル
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防水ﾊﾟﾝ

950*700
棚

1
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0

床　桧フローリング

床　150角床用磁器タイル

床　150角床用磁器タイル

床　長尺塩ビシ－ト貼り

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）
（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

下地モルタルコテ

下地処理の上

床　長尺塩ビシ－ト貼り　補修
下地モルタルコテ補修　W=150程度

モルタルコテ補修　W=150程度

面台　ﾒﾗﾐﾝポストﾌｫ-ﾑ　120*25

モルタルコテ
300 300 600

窓下　戸棚　再使用

耐震ｽﾘｯﾄ　新設

耐震ｽﾘｯﾄ　新設

砕石地業　ｱ150

下地処理の上

下地処理の上　SOP塗替

竪樋　ｶﾗ-VP　φ100　新設

展開方向

A

B

C

D

改修工事部分

改修工事（ｺﾝｸﾘ-ﾄ下地　新設部分）　

凡例

130250150

側
溝

　
W
2
50
　

新
設

　

ｺﾝｸﾘ-ﾄ階段新設　W=1200

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾃｽﾄﾋﾟ-ｽ　

－
＋０

150－

０＋
－

+

150+
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150－

－600

150+

150－

－600

ポ－チ

－
＋０

－
＋０

－
＋０

－
＋０

150－

職員室
－
＋０

天板　ﾒﾗﾐﾝ化粧積層板貼り　ｱ30新設

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

下地モルタルコテ
床　長尺塩ビシ－ト貼り

土間コンクリ－トｱ150
溶接金網　D10-100*100
防湿土間ｼ-ﾄ　ｱ0.15敷き

150*60

床　長尺塩ビシ－ト貼り　ｱ2.5

床　長尺塩ビシ－ト貼りｱ2.5

床　長尺塩ビシ－ト貼り　ｱ2.5

6
0
0850*550

1,850

改修後 Ａ－20

湯沸室・職員室廻り平面詳細図

洗濯室
SK

框桧　145*65　新設　CL塗

（ア）15　CL塗
140
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1：30

1：50

場所 仕上

床

巾木

腰

壁

天井

備考

処理法 場所 仕上

床

巾木

腰

壁

天井

備考

処理法

同上

木造野縁組

杉柾ベニヤ　ソコ目地貼

在来のまま　

下地処理の上　長尺塩ビシ－ト　ｱ2.5　貼替 仕上　新設　

下地組共　新設　

塗替

木製巾木　H=135　　OP塗 新設

下地処理の上　EP塗替

一部　モルタルコテ押ｴ補修　EP塗

塗替

補修

同上

木製建具撤去跡　埋木補修　下地処理の上　OP塗替

木造床組　H=135　　根太45*45　＠300

改修後　　踏込　仕上表 改修後　　洗濯室　仕上表

下地モルタルコテ 長尺塩ビシ－ト　ｱ2.5貼貼

貼替下地処理の上　長尺塩ビシ－ト　ｱ2.5　貼替

新設　

塗替

新設　

新設　

塗替

補修　

ノンアスケイカル板　ｱ6.0貼　　EP塗

軽量鉄骨天井下地
下地共新設　

アルミ製建具新設

凡例

左官仕上等補修部分

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ　ｱ150　溶接金網　D10-100*100

モルタルコテ　H=100　　AE塗

下地処理の上　AE塗替　　H=100

軽量鉄骨壁下地W＝90　　耐水ﾗﾜﾝ合板　ｱ9.0下貼
耐水ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｱ9.5貼　A-EP塗

モルタルコテ押ｴ　AE塗

下地処理の上　AE塗替　　

モルタルコテ押ｴ　補修　AE塗

天井梁型　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ　AE塗

洗濯ﾊﾟﾝ・洗濯棚　　新設

新設　

1
,
8
00

1,900

下地処理の上　AE塗替

建具　下地処理の上
SOP塗替（枠共）

B面

洗濯室

1,2001,630

モルタルコテ押ｴ　AE塗

下地処理の上　AE塗替

A面

1
,
80
0

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　W=150程度　補修　EP

木製巾木H=135新設　OP

木製巾木H=135新設　OP

既設枠　建具撤去跡　埋木

下地処理の上　OP塗替

モルタルコテ　E.P
下地処理の上　EP塗替

A面

1,800

2
,
4
5
0

踏込

下地処理の上　　AE塗替

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

1,200

SK-38R

1,630

1
,2
1
0

1,
1
5
0

洗濯ﾊﾟﾝ

砕石地業　ｱ150
防湿土間ｼ-ﾄ　ｱ0.15　敷き

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ　ｱ150

棚

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ120*25

A-EP塗
耐水ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｱ9.5貼
耐水ﾗﾜﾝ合板　ｱ9.0　下貼
軽量鉄骨下地　W=90

1
,
13
5

モルタルコテ押ｴ　AE塗

モルタルコテ押ｴ　AE塗

下地処理の上　AE塗替

下地処理の上　AE塗替

D面
C面

1,900

機器取り付け部　ｺﾝﾊﾟﾈｱ12　W150

別府町幼稚園　耐震改修工事

1,900

モルタルコテ　E.P

45×45@300（新設）

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　W=150程度　補修　EP

1
0
0

巾木モルタルコテ　VP

下地処理の上　EP塗替

B面

下地処理の上　AE塗替

在来のまま

3,860

1
,
8
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1
5
0
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5

モルタルコテ　E.P
下地処理の上　EP塗替

C面

1,800 1,900

1
5
0

1
,
8
00

モルタルコテ　E.P
下地処理の上　EP塗替

D面

下地処理の上　OP塗替

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　W=150程度　補修　EP 

ﾋﾉｷﾌﾛ-ﾘﾝｸﾞ貼ｱ15（新設）

45×45@300（新設）

框　ﾋﾉｷ145*60新設

40
1
,
8
00

4
8
0

ジュラクサチン吹付
モルタルコテ

（在来のまま）

3,850
7

和室　B面 和室　D面

改修後 Ａ－21

溶接金網　CD10-100*100　敷設

洗濯室・踏込　展開図-3

ﾋﾉｷﾌﾛ-ﾘﾝｸﾞ貼ｱ15　ＣＬ塗（新設）

框　ﾋﾉｷ145*60新設　ＣＬ塗

框　ヒノキ145*60　新設　ＣＬ塗

ヒノキフロ-リング貼　ｱ15.0　ＣＬ塗

木製巾木H=135新設　OP

框　ﾋﾉｷ145*60新設　ＣＬ塗
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左官等　補修工事部分
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モルタル下地　ゾラコート吹付
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6
0
0

1
0
0

1
,8
0
0

5
4
0

4
0

1
0
0

500

5,840

見掛部　下地処理の上　SOP塗替

7
5
0

7
0

10,820

1
0
0

6
4
0

1
8
0

82
0

40

40
4
0

4
0

9
0
0

9
0
0

1
,
8
00

7
5

6
2
5

ベニヤフラッシュ戸見込　24O.P
彫込引手　底車

掲示板

塗板
1,800×900

1
,
8
00

モルタル下地ゾラコート吹付

モルタルコテ　V.P　H＝100

引き出し

（ア）3透明　中棚2段

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）
（在来のまま）

（在来のまま）

D面

モルタル下地ゾラコート吹付

10,820

1
,
2
0
0

1
,
3
0
0

構造ｽﾘｯﾄ切　W=35

（在来のまま）

窓下戸棚　取り外し・再使用　補足材新設

B面
職員室

職員室

場所

巾木

腰

壁 同上

木造野縁組

有孔ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目地貼　ｱ9.5　　EP塗り

一部ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目地貼　ｱ9.5　　EP塗り

天井

床

備考

処理法

　　1階職員室　仕上表

Pタイル貼モルタルコテ押ｴ

モルタルコテ押ｴ　VP

モルタルコテ押ｴ　ゾラコ－ト吹付

在来のまま

額縁・木製カ-テンボックス　　OP塗

塗板・掲示板（ｸﾛｽ貼）

在来のまま

在来のまま

在来のまま

在来のまま

在来のまま

家具　OP塗 在来のまま

窓下　腰ｽﾘｯﾄ切　W35

窓下戸棚　天板　ﾒﾗﾐﾝ化粧板貼　ｱ30新設 取り外し・再使用

新設

改修後仕上

下地パーティクルボード

天板ﾒﾗﾐﾝ化粧板張り　ｱ30新設

見掛部　下地処理の上　SOP塗替

注）、スリット工事完了後　再取り付け・補足材新設

7
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0
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0

モルタル下地ゾラコート吹付

5070

500

場所

巾木

腰

壁 同上

天井

床

備考

処理法

　　1階湯沸室　仕上表

在来のまま流し台・調理台

改修後仕上

一部補修

一部補修

軽量鉄骨天井下地 新設

下地組共新設

モルタルコテ押ｴ　H=100　AE塗

下地処理の上　　AE塗替

モルタルコテ押ｴ　AE塗り

下地処理の上　　AE塗替

ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄｹｲｶﾙ板　ｱ6.0　ｿｺ目地貼　　AE塗り

塗替

塗替

一部補修

塗替

アルミ製建具 新設

梁型　下地処理の上　AE塗替

800*1900

2
,5
4
0建具新設

1
,
3
0
0

6
0
0

1
0
0

6
1
0

Ｄ面

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ150程度補修　AE塗

巾木ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押H=100補修　AE塗下地処理の上　AE塗替

下地処理の上　AE塗替 40*25新設　SOP塗

6
5
0

3,
2
2
0

2,
5
7
0

3
0

下地処理の上　AE塗替

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ150程度補修　AE塗

1
,8
0
0

流し台調理台

C面

（在来のまま） （在来のまま）

ｱﾙﾐ建具　新設

建具撤去・枠撤去跡補修　SOP塗替

モルタルコテ押ｴ　補修　AE塗

ガス台　（在来のまま）

下地処理の上　AE塗替

下地処理の上　AE塗替

4,630 2,600

2
,
5
4
0

下地処理の上　AE塗替

下地処理の上　AE塗替

C
H
　
2
,
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0

6
0
0

86
0

4
0

4
0

1
80

4
0

4
0

1
0
0

A面

下地処理の上　AE塗替

湯沸室

2,6004,630

3,000 1,630

職員室窓下戸棚詳細図　S=1/30

(小口共）

見掛部　下地処理の上　SOP塗替　（小口共）

下地処理の上　SOP塗替
下地処理の上　SOP塗替

引き出し

棚板下地処理の上SOP塗替

下地処理の上　SOP塗替

下地処理の上　SOP塗替（内部共）

既存建具（枠共）

(小口共）

B面

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

額縁・木製建具　　SOP塗替 家具　SOP塗替
塗替

塗替

下地処理の上 長尺塩ビシ－ト　ｱ2.5　貼替 貼替

改修後 Ａ－22

天板ﾒﾗﾐﾝ化粧積層板張りｱ30　新設

天板ﾒﾗﾐﾝ化粧積層板張りｱ30　新設
ｿﾞﾗｺ-ﾄ補修　W=100程度

構造ｽﾘｯﾄ切　W=35
ｿﾞﾗｺ-ﾄ補修　W=100程度

職員室・湯沸室　展開図-4
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階段・便所平面詳細図
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課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

注）側溝改修時、ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ・排水ﾎﾟﾝﾌﾟ等により排水路を確保すること。

別府町幼稚園　耐震改修工事

改修前 Ａ－23

鋼管樋　撤去　
鋼管樋　撤去　
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改修後 Ａ－24



4

モルタルコテ

ＳＣＡＬＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＪＯＢ　ＮＯ ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ
ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

〒672-8040　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

1：30

1：50

50
1
8
0

1
2
0

1
8
0

1,200 50

1,100 150

1,
5
0
0

2
7
0

1
,
6
7
5

1
,
67
5

5
50

3
0

3
0

1
50

1
2
0

1
5
0

6
0
0

3,
3
5
0

3,
2
2
0

7
,
1
70

6
00

1
,
7
5
0

9
0
0

100

1
5
0
1
5
0

1
5
0
1
5
0

1
5
0

280 280

1
5
2
.3

1
5
2
.
3 1
5
2
.
3

100

120

120

2,0002,800

6
0
0

3,
3
5
0

器具庫

120

1
,
1
50

100

1

2

3

4

5

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

3

2

1

倉庫

2,500

7,540

2,500

B

構造ｽﾘｯﾄ　W=35　新設

ｱﾙﾐ製建具　新設

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　W=150程度補修

複層塗材E　吹付　補修

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修

3周　ﾓﾙﾀﾙ補修　W=150程度

床　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修　W=150程度

階段室

天
井

高
　
2
,
5
4
0

2,700

階段室

50
1
8
0

1
2
0

1
8
0

1,200 50

1,100 150

1,
5
0
0

2
7
0

1
,
6
7
5

1
,
67
5

5
50

3
0

3
0

1
50

1
2
0

1
5
0

6
0
0

3,
3
5
0

3,
2
2
0

7
,
1
70

6
00

1
,
7
5
0

9
0
0

100

1
5
0
1
5
0

1
5
0
1
5
0

1
5
0

280 280

1
5
2
.3

1
5
2
.
3 1
5
2
.
3

100

120

120

2,0002,800

6
0
0

3,
3
5
0

ベニヤ型枠打放し

ベニヤ型枠打放しのまま

床モルタルコテ押え　目地切

壁モルタルコテ

器具庫

25×40

25×40

120

ネオパールスキン吹付
ベニヤ型枠打放し

FB　30×4@100

1
,
1
50

排水溝

目地切

モルタル刷毛引　ネオパールスキン引付

CB　100

モルタルコテ　E.P

床　Pタイル貼り

100

45×100

1

2

3

4

5

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

モルタルコテ　E.P

巾木　モルタルコテ　V.P　H=100

モルタルコテ　V.P

Pタイル貼り

テラゾブロック30×150
手摺　笠木

倉庫

モルタル刷毛引

モルタルコテ　目地切

モルタルコテ

2,500

モルタル刷毛引

押え　防水モルタル塗り

モルタル刷毛引

7,540

2,500

B

4周　ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切

4周　ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切

鋼製建具　撤去（枠共撤去）
RC造壁　撤去

ｽﾘｯﾄ切　W=35

(
3
,3
5
0
÷

2
2
＝
1
5
2
.
2
7
)

天井　有孔プラスターボード（ア）9M/M　ソコ目E.P

階段室

天井モルタル刷毛引　ネオパールスキン吹付

9
0
0

床　Pタイル貼

天
井

高
　
2
,
5
4
0

ステンレス　ノンスリップゴム入り
巾35

下地防水モルタル塗り
床　長尺塩ビシ－ト貼り

巾木　モルタルコテ　V.P

2,700

階段室

複層塗材　吹付

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

耐震改修前　階段詳細図　　S=1/30 耐震改修後　階段詳細図　　S=1/30

下地処理・水勾配調整の上
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凡例

シ-ト防水層　（撤去）
シート防水　（撤去）

3周　ｼ-ﾘﾝｸﾞ詰（PU-2　20*10）

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

改修前・後

階段断面詳細図

シ－ト防水層　ｱ1.5　新設 シ－ト防水層ｱ1.5　新設

L-45*65程度

米栂35*25　SOP

Ａ－25
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栗石地業　撤去

天井木製野縁組40*40＠450　補修

ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目ｱ9.5補修　EP塗

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ補修　EP塗

下地ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修

防湿ｼ-ﾄｱ0.15　敷込み

砕石地業ｱ180（目潰し砂共）

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ　ｱ120　補修

盛土　ｱ370

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ　補修

側溝　ｺﾝｸﾘ-ﾄ補修

便所

便所

改修後　耐震壁詳細図　　S=1/30
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ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切

620

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ　撤去

ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切

側溝ｺﾝｸﾘ-ﾄ框　撤去

防水シート張り 2
7
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,
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土間筋　9φ-300@
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CB　100

1
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4
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人研手洗場撤去

天井木製野縁・ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ撤去

620
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60350100

換気パイプ

ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁　撤去

4周ｺﾝｸﾘ-ﾄｶｯﾀ-切

サッシュ廻り　4方
コーキング　10×10

防水モルタル塗り撤去

テラゾブロック30×130

1
0
01
0
0

H

▽　GL

凡例

改修工事部分

床　長尺塩ビシ－ト貼補修

露出シート防水　　（撤去） 露出シート防水　（新設）

60120

620 9
5
0

1
,
0
0
0

5
9
0

シート防水層新設シート防水　撤去

防水押ｴ金物新設

リシン吹付

弾性外装薄塗材E　吹付

弾性外装薄塗材E　吹付

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ刷毛　
外装薄塗材E　吹付

下地処理の上

D10-ﾀﾃ･ﾖｺ　＠200側溝一部　撤去

米栂35*25　SOP塗

巾木　モルタルコテH=100新設　AE塗

（在来のまま）

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

4周ｼ-ﾘﾝｸﾞ　PU-2　10*10

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ（新設）　EP塗

盛土

別府町幼稚園　耐震改修工事

溶接金網　CD10-100*100　敷込み

ﾓﾙﾀﾙｺﾃｱ25（新設）　弾性外装薄塗材E　吹付

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　ｱ25補修

ｱﾙﾐＬ-45*65程度

Ａ－２６改修前・後

耐震壁矩計図
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FIX FIX

引違アルミサッシ【撤去】(額縁共)
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仕上・モルタル共
コンクリート垂壁【撤去】

既設側溝【撤去】

内外部仕上・モルタル共
コンクリート腰壁【撤去】

（額縁共）

アルミサッシ【撤去】
引違

天井：有孔プラスターボード【撤去】

下地共

1
00

▽　GL

3
,3
5
0

3
,3
5
0

5
7
0

6
0
0

H
1
0
0

1Fコン天

1F仕上天

2Fコン天

2F仕上天

3
0

30

柱
芯

壁
芯

240 8,000

140 795 70 1,800 70 1,800 70 1,800 70 795 590

4
0
0手洗180

1,
20
0

5 4

4
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壁芯
400×600
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壁芯
柱芯

120

廊下

外部
既設側溝【撤去】

既設土間コンクリート【撤去】

コンクリート腰壁【撤去】
内外部仕上・モルタル共

手洗：人研仕上【撤去】
天板（テラゾー）・押えレンガ積共

アルミサッシ【撤去】引違 （額縁共）

改修前

耐震補強壁 ローカ 詳細図　S=1/50

1
0
0

3,
3
2
0

▽　GL

6
3
0

3
0

30

6
0
0

5
7
0

3
,3
5
0

3
,3
5
0

1Fコン天

1F仕上天

2Fコン天

2F仕上天

改修後

耐震補強壁 ローカ 詳細図　S=1/50
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外部

既設土間コンクリート【撤去】

排水側溝【新設】
コンクリート<100>
砕石
排水溝配筋ﾀﾃﾖｺD10@200

 耐震補強壁:

 ｼｰﾗｰ処理の上

RC壁改修補強図

2,0003,010 3,005

ｱﾙﾐ建具2000*1000

天井：有孔プラスターボード【補修】
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620 620
外装塗材Ｅ吹付【新設】

差し筋　D10-@200
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4
5
0

1
,
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1,
0
0
0

周囲ｼ-ﾘﾝｸﾞ詰

7
7
0

1
50

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ

6
2
0

6
2
0

1,600

6
0

1
2
0

1
80

長尺塩ビｼ-ﾄ仕上・モルタル・砕石共

長尺塩ビｼ-ﾄ仕上・モルタル・砕石共

620

溶接金網CD10-100*100
防水モルタルコテ押え【新設】
長尺塩ビシート貼　ｱ2.5【新設】

周囲ｼ-ﾘﾝｸﾞ詰　PU-2　20*10

米栂　35*25　SOP

 ﾓﾙﾀﾙ刷毛　ｱ25

側溝　補修　W250*H250程度

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ

土間コンクリート・再生砕石復旧の上

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修　複層塗材E吹付

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修　複層塗材E吹付

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　補修　複層塗材E吹付

モルタルコテ塗【新設】

改修前・後 Ａ－２７
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防水モルタル塗り　目地切

竪樋　GPφ100　O.P　控F.B　30×9　@1000

40×25

竪樋ドレン　φ100　(モルタル防水用)

水上

水下

壁芯

屋根仕様　水上～水下50
露出シート防水　特記仕様による
均シモルタル塗(ア)20

インサート埋込

吊り木　40×40@900
ノブチ　45×45@450

天井　有孔プラスターボードソコ目張り
(ア)9　E.P

床仕様
ナラフローリング張り　(ア)15　O.S.W
根太　45×45@400
大引　45×90　B.φ13@1200

スタイロホーム打込　(ア)25

遊戯室

防水モルタル塗

ベニヤ型枠打放し　ネオパールスキン吹付

モルタルコテ押工　E.P

1
,
8
0
0

1
0
0

6
0
0

ホール
玄関

段バナタイル　150×75
真中目地棒(巾40）

150

外部廻り　コーキング詰め　10×10

壁芯

壁芯壁芯

モルタルコテ　目地切

手摺　笠木　防水モルタルコテ

100
防水モルタルコテ

1：30

2,240

2
,
3
2
0

1
5
0

1
5
0

1
3
0

1
20

2
,
4
7
0

4
0
0

98
0

9
30

プラスターボードソコ目張り(ア)9　E.P（撤去）

木製野縁組　撤去

プラスターボードソコ目張り(ア)9　E.P（撤去）

木製野縁組　撤去

カーテンBOX(ア)21　O.P　

柱型モルタルコテ　E.P　（撤去）

6
8
0

柱型モルタルコテ　E.P

床　長尺塩ビシ－ト貼り

モルタルコテ　内装複層塗材E

岩綿吸音板貼　ｱ12.0

ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀ-切

床用　150角　磁器質タイル貼り

モルタル刷毛引　複層塗材吹付

ベニヤ型枠打放し　リシン吹付

モルタルコテ　複層塗材吹付

モルタル刷毛引　複層塗材吹付

モルタル刷毛引　複層塗材吹付

モルタル刷毛引　複層塗材吹付

床用　150角磁キタイル貼り

モルタル刷毛引　リジン吹付

モルタル刷毛引　複層塗材　吹付

モルタル刷毛引　複層塗材　吹付
モルタルコテ　複層塗材　吹付

ｼ-ﾄ防水層　（撤去）

蹴込　現場研テラゾー

段バナノンスリップステンレス35ビニール入

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

改修前　

矩計詳細図-1（遊戯室）

Ａ－28
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カーテンBOX　O.P
プラスターボードソコ目張り　(ア）9E.P

C面

場所 仕上

床

巾木

腰

壁

天井

備考

処理法

同上 同上

改修前　　遊戯室　仕上表

木造床組　H=130　　根太45*45　＠400

ナラフロ-リング貼　ｱ15.0　　OSV塗

木製巾木　H=1100　　OP塗

シオジピ－リング　ｱ9.0　　OSC塗

　モルタルコテ押ｴ　ビニ－ルクロス貼

木造野縁組

有孔ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目地貼　ｱ9.0　　EP塗り

一部ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目地貼　ｱ9.0　　EP塗り

木製カ-テンボックス　　OP塗 モルタルコテ　ビニ－ルクロス貼

モルタルコテ　ビニ－ルクロス貼

240

1
,
8
00

7
5

6
2
5

柱型　ｺﾝｸﾘ-ﾄ目荒し

柱型　ﾓﾙﾀﾙ（仕上共）　撤去・ｺﾝｸﾘ-ﾄ面　目荒し

天井ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ（木製野縁共）撤去 プラスターボードソコ目張り　(ア）9
EP

柱型　ﾓﾙﾀﾙ（仕上共）　撤去・ｺﾝｸﾘ-ﾄ面　目荒し

柱型　ｺﾝｸﾘ-ﾄ目荒し

柱型　ﾓﾙﾀﾙ（仕上共）　撤去・ｺﾝｸﾘ-ﾄ面　目荒し

ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼　撤去

ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼　撤去

ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼　撤去

B’面

遊戯室

凡例　工事部分

下地共　撤去部分

仕上げ　撤去部分

在来のまま　

在来のまま　

在来のまま　

在来のまま　

在来のまま　

一部撤去

一部撤去

一部撤去

一部撤去

A面

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

改修前

遊戯室　展開図-5

Ａ－29
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プラスターボードソコ目張り(ア)9.5　E.P（補修）

木製野縁組45*45＠450　補修

木製野縁組45*45＠450　補修

プラスターボードソコ目張り(ア)9.5　E.P（補修）
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1
5
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床用　150角　磁器質タイル貼り

シ－ト防水層　（新設）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）

（在来のまま）（在来のまま）

下地処理の上

柱型モルタルコテ補修　EP塗

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

改修後　

矩計詳細図-2（遊戯室）　
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天井
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処理法
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補修
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木造床組　H=130　　根太45*45　＠400
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モルタルコテ　ビニ－ルクロス貼
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B’面

遊戯室

梁型ﾊﾝﾁ耐震補強

柱型　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼

木製野縁組　40*40　＠450補修

（一部　有孔ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｱ9.5貼補修)

天井ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｱ9.5貼補修　EP塗
プラスターボードソコ目張り　(ア）9

EP

下地処理の上
ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼　貼替

梁型ﾊﾝﾁ耐震補強

柱型　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼

下地処理の上
ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼　貼替

木製野縁組　40*40　＠450補修

（一部　有孔ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｱ9.5貼補修)

天井ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｱ9.5貼補修　EP塗

木製野縁組　40*40　＠450補修

（一部　有孔ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｱ9.5貼補修)

下地処理の上
ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼　貼替

改修後　　遊戯室　仕上表

在来のまま　

在来のまま　

在来のまま　

補修

補修

補修

有孔ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目地貼　ｱ9.5　　EP塗り

一部ﾌﾟﾗｽﾀ-ﾎﾞ-ﾄﾞ　ｿｺ目地貼　ｱ9.5　　EP塗り

新設耐震ﾊﾝﾁ部

下地共　補修部分

凡例　工事部分

仕上げ　補修部分

梁型ﾊﾝﾁ耐震補強

梁型　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　EP塗り

梁型　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　EP塗り

梁型　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　EP塗り

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　EP塗り

在来のまま　

新設

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

改修後

遊戯室　展開図-6

Ａ－31

A面注）天井の既設ピクチャレ－ル等は、原状復旧のこと。
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RC造壁　撤去　（仕上共　ｱ170程度）
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耐震改修前

耐震改修後

凡例

米栂　35*25　SOP塗

D面

D面

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

1階廊下展開図-7

改修前・後 Ａ－32
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プラスチックリブ貼貼 木製野縁組下地

RC造壁　耐震ｽﾘｯﾄ切　W=35
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プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

有孔プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

ライトボ－ド　ｱ4.0　ソコ目地貼　EP塗

吸音テックス　ｱ12.0貼

木製野縁組下地

木製野縁組下地

木製野縁組下地

木製野縁組下地

コンクリ－ト打放し　ネオパ－ルスキン吹付

モルタル刷毛引　リシン吹付

コンクリ－ト打放し

モルタルコテ押ｴ　EP塗

木製カ-テンボックス　　OP塗
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Ｌ モルタルコテ　内装複層材E吹付
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B 有孔プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

注）、天井　ライトボ－ド撤去工事は、手作業とし作業レベル3建材として、除去作業を行う事。

改修前　

1階改修前　天井伏図
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B 有孔プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事
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1階　改修後　天井伏図

I
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ｱﾙﾐ見切L型新設

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　W=150程度　補修

P

P

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　AE塗　新設

Q

P O

B 有孔プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

I

プラスチックリブ貼貼 木製野縁組下地

RC造壁　耐震ｽﾘｯﾄ切　W=35
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プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

有孔プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

ライトボ－ド　ｱ4.0　ソコ目地貼　EP塗

吸音テックス　ｱ12.0貼

木製野縁組下地

木製野縁組下地

木製野縁組下地

木製野縁組下地

コンクリ－ト打放し　ネオパ－ルスキン吹付

モルタル刷毛引　リシン吹付

コンクリ－ト打放し

モルタルコテ押ｴ　EP塗

木製カ-テンボックス　　OP塗

M

N

O

P

Q

Ｌ モルタルコテ　内装複層材E吹付

ラワン合板　ｱ4.0貼

岩綿吸音板貼　ｱ12.0

木製野縁組下地

杉柾ベニヤ　ソコ目地貼 木製野縁組下地

軽量鉄骨天井下地　ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄｹｲｶﾙ板　ｱ6.0　VE塗

下地処理の上　AE塗替　（既存ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　EP塗）

ｱﾙﾐ天井点検口450角　新設（位置は、現地にて係員と打合せの上決定

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

・施工の事）

アルミ製庇　D=800新設

Ａ－35
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プラスチックリブ貼貼 木製野縁組下地

RC造壁　耐震ｽﾘｯﾄ切　W=35
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プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

有孔プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

ライトボ－ド　ｱ4.0　ソコ目地貼　EP塗

吸音テックス　ｱ12.0貼

木製野縁組下地

木製野縁組下地

木製野縁組下地

木製野縁組下地

コンクリ－ト打放し　ネオパ－ルスキン吹付

モルタル刷毛引　リシン吹付
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モルタルコテ押ｴ　EP塗

木製カ－テンボックス　OP塗り

B
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A A
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B

B

A

A

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ　EP塗り

B 有孔プラスタ－ボ－ド　ｱ9.0　ソコ目地貼　EP塗

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

Ａ－36改修後　

注）遊戯室　天井の既設ピクチャレ－ルは、原状復旧すること。
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化粧ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ止め

点検口

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

給水栓　穴アケ4ヶ

1箇所

Ａ－37
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建具表-1　
別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

新設建具

撤去建具

改修木製建具

　丁番　ｽﾚﾝﾚｽ沓摺ｱ2.0　ﾄﾞｱ-ﾊﾝﾄﾞﾙ　ｼﾘﾝﾀﾞ-錠　ﾄﾞｱ-ﾁｪｯｸ　アルミパネル　ｱ3.0

ｽﾃﾝﾚｽ沓摺　ｱ2.0

Ａ－38

型板ｶﾞﾗｽ<4> 換気扇取付け開口

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ<3>

ｽﾃﾝﾚｽﾈｯﾄ網戸ｽﾃﾝﾚｽﾈｯﾄ網戸ｽﾃﾝﾚｽﾈｯﾄ網戸・ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ　H=250程度　掲示板取付桟・大型フック（3箇所）
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ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

１　鉄筋コンクリート補強

１）コンクリートの設計基準強度は、特記なき限り既存コンクリートの設計基準

１８０㎏ｆ／ｍ　以下とする。

２）コンクリートの水セメント比は原則として６０％以下とし、単位水量は

４）特記なき限り、コンクリートのスランプは１８㎝以下とし、充填性を考慮した

ア）露出鉄筋の錆落としを行う。

イ）既存コンクリート部を高圧水洗浄などを行い、清掃する。

ウ）露出鉄筋に浸透性アルカリ付与剤を塗布する。

１５）その他（躯体の損傷補修）

７）特記なき限り、グラウトモルタルのスランプは２３～２７㎝とする。

コンシステンシーの範囲は、Ｊ１４ロートで８±２秒とする。

６）グラウトモルタルの設計基準強度は、特記なき限り補強部材のコンクリート

コンクリートとなるよう、入念な施工計画を立てる。

中は振動などを与えないように注意する。

の補強筋等を実状に合った寸法に加工する。

全に取り除き既存コンクリート躯体面を深さ５～１０㎜の目荒し

@

８）スパイラル筋や壁配筋等の材料の加工に先立ち、躯体寸法を実測し、これら

１０）コンクリート打設の際は、バイブレーターの使用またはタタキにより密実な

１１）コンクリートの強度発現期間内は十分な湿潤状態で養生する。また養生期間

９）増設部材と既存コンクリート躯体との接触面については、仕上材と下地を完

１２）コンクリート頂部はレイタンスを取り除いて水湿しを行い、無収縮グラウト

１３）コンクリート圧入工法により、打継ぎすることなく耐震壁を増設する場合は、

信頼できる資料・実験等を基に施工要領書を作製の上、係員の承諾を受ける。

モルタルを圧入する。

１４）仕上材の下地は特記なき限り、原則としてＧＬ工法（ＰＢ　ｔ＝１２．５㎜）と

する。

調合計画をたてる。

５）コンクリートの収縮をおさえる目的で膨張混和剤を使用する場合は、特記に

よる。

①主筋並びに帯筋等が露出している場合

（　１００㎜以下）とし、コンクリート打設前に十分な水湿しを行う。

エ）コンクリート補修用モルタルを充填し、乾燥後、レイタンス清掃を行う。

ア）既存コンクリート部を高圧水洗浄などを行い、清掃する。

②コンクリートが欠損している場合

イ）コンクリート補修用モルタルを充填し、乾燥後、レイタンス清掃を行う。

２　鉄骨ブレース補強

リート補強）に倣う。

２）鉄骨部材の製作に先立ち、躯体寸法を実測し、工作図を作成の上加工する。

（　１００㎜以下）とし、コンクリート打設前に十分な水湿しを行う。@

３）鉄骨部材と既存柱・大梁及びスラブとの接触面については、仕上材と下地

を完全に取り除き既存コンクリート躯体面を深さ５～１０㎜の目荒し

４）割裂補強スパイラル筋をフープ筋で代用する場合は、係員の承諾を受ける。

５）その他は、１項の１４）、１５）に倣う。

１）コンクリートおよびグラウトモルタルに関する諸事項は１項（鉄筋コンク

３　あと施工アンカー（鉄筋コンクリート補強、鉄骨ブレース補強共通事項）

①請負者は施工管理能力を有し、ＪＣＡＡが認定する「あと施工アンカー

３）金属系アンカーは、ＪＣＡＡより素材強度が保証されたものとする。

５）既存構造体の配筋間隔が図面どおりでなくアンカー用の穿孔が所定の位置に

６）既存構造体のコンクリートがじゃんかなどで不良の場合には、鉄筋錆の除去、

７）既存構造体への穿孔は、既存構造体を傷つけることにもなるので、必要以上

できない場合には、アンカーの間隔、へりあき、はしあき寸法などの規定を

樹脂モルタルづめなど適切な補修を行った上でアンカー工事を行う。

技術管理士」を置く。

②施工にあたっては、ＪＣＡＡが認定する「第１種あと施工アンカー施工士」

が従事する。

１）あと施工アンカー有資格技能者

２）あと施工アンカー作業終了後は「接着系（金属系）アンカー施工確認

シート」を提出する。

満足するような位置に打設位置を変更し、所定のアンカー本数を確保する。

８）穿孔には集塵装置つき低騒音・低振動ドリルを用いる。

の本数、深さの穿孔を行わない。

４）既存の鉄筋・鉄骨の位置を十分調査の上、注意して施工する。

９）有効埋込み長さ　Ｌｅ≧４ｄａ（金属系）

接着系アンカー

アンカー筋定着長さ　Ｌｎ≧３０ｄａ

Ln

Le

Ln

Le

da

Ln

da

アンカー筋の先端形状は片側斜め４５°カット、

Ｖ型カットおよびＷ型カットする

増設部材既存コンクリート躯体増設部材既存コンクリート躯体

接合面 接合面 六角ナット

接着剤 （異形棒鋼）
アンカー筋ねじ部 接合部

本体プラグ
（異形棒鋼）

da

db

金属系アンカー

１１）あと施工アンカーの間隔および呼称

１０）金属系アンカーのアンカー筋とアンカー本体径の組み合わせ

アンカー筋（ｄａ） アンカー本体径（ｄｂ）

ゲージ

へりあき
（２．５ｄａ以上かつ主筋の内側）

（４ｄａ以上）

ピッチ（７．５ｄａ以上かつ３０㎝以下）

はしあき

ゲージ

へりあき

（５．５ｄａ以上）

（５ｄａ以上） ピッチ（７．５ｄａ以上かつ３０㎝以下）

（２．５ｄａ以上かつ主筋の内側）

（ｂ）千鳥状配置（ａ）ダブル配置

１３φ

１６φ

２２φ

D10

D13

D16

はしあき（５ｄａ以上）

標準仕様書

強度かつ２１N／mm　以上とする。

３）コンクリートの調合における単位セメント量は、３００㎏ｆ／ｍ　以上とする。

2

3

3

の設計基準強度、かつ３０N／mm　以上とする。2

耐震特記仕様書１

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園耐震改修工事

有効埋込み長さ　Ｌｅ≧１０ｄａ（接着系）
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名　称

壁　厚

タテ筋

ヨコ筋

タテ筋

曲げ補強筋 ヨコ筋

ナナメ筋

補強形態

アンカー筋

配 列

備　考

RC補強壁　リスト

3-D19

6-D19

あと施工アンカー施工要領鉄筋コンクリート構造標準仕様

１ＲＣ壁増設工事

１．鉄筋種別

２．継　手

３．アンカー鉄筋

４．コンクリート

５．注意事項

コンクリート及びモルタル圧入要領図（RC増設壁）

（7.5d以上かつ30cm以下）

（5d以上）

*特記なき限り左記による。接着系アンカー接着系アンカー　リスト （RC増設壁）

*Dは有効埋め込み長さを示す。
アンカー径 Ｌ Ｄ

D

D13 520mm 130ｍｍ以上

D16 320mm 160ｍｍ以上 L（ナット付） *ナット付アンカー定着長さLはL

D19 380mm 190ｍｍ以上（ナット付）

D19 760mm 190ｍｍ以上

既存梁 既存梁

空気抜 無収縮モルタル圧入
コンクリート投入口

20
0

20
0

モルタル圧入口
壁厚 壁厚

レイタンス等除去水湿し普通コンクリート（無収縮）

型枠型枠

外部振動機叩き締め

（１）普通コンクリート打設要領 （２）無収縮モルタル圧入要領

（１）による普通コンクリート施工後（２）により無収縮モルタルを圧入する

EW18

180

D13-@150

D13-@150

2-D16

増設（新設）

（ダブル配筋）備　考

D19-@150

（シングル）

・Ｄ１０－Ｄ１６はＳＤ２９５Ａ，Ｄ１９以上はＳＤ３４５

・

・重ね継手とする。

・接着系アンカーとし、エポキシ系のものとする。

・メーカーにより素材強度が保証されたものを使用する。

・Ｆｃ２１ 　　スランプ１８ｃｍ

・無収縮モルタル強度３０N／mm　以上2

・スパイラル筋や壁配筋等の材料の加工に先立ち躯体寸法を実測し、

　これらの補強筋等を、実状に合った寸法に加工する。

・コンクリートの打設にはバイブレーターの使用、又はタタキにより

　（降伏点強度：σｙ＝343N／mm　以上）2

　密実なコンクリートになるように充分な施工計画を立てる。

・後打ちコンクリートは無収縮コンクリートとして計画施工する。

・後打ちコンクリートは梁下２０ｃｍまで打設し壁頂部は無収縮モルタル

・コンクリートの強度発現期間内は充分な湿潤状態で養生する。

　圧入とする。

　また養生期間中は振動等を与えないように注意する。

ナット下からコンクリート面までの長さとする。

耐震特記仕様書２

・特記外の項目は、（社）営繕協会発行の建築工事標準仕様書による。

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園耐震改修工事
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杭伏図　1：150

基礎伏図　1：150

基礎伏せ図

1:150

RC増設壁 EW180

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事
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梁端部増打補強

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事
１ 階 柱 ２ 階 梁
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①　壁面にスリット巾の墨出を両面より行う。この時両面より両面の墨の位置に

　　ずれないように行う。

②　墨の線上に添ってハンドカッターにて、深さ３ｃｍ程度の切り込みを両面に

　　いれる。この時カッターラインが墨からずれないように正確に行う。

③　カッターラインに添ってエアーチッパーにて不要部分を除去する。

　　この時壁表面及びカッターライン角を傷つけないように行う。

④　スリット斫り面が著しく凸凹がある場合はポリマモルタルにて、斫り面をー

　　ある程度成形する。それから充填材を挿入し規定のシールを行う。

構造スリット施工手順

スリット スリット

バックアップ材 35×15

バックアップ材 35×15

ロックウール

1,280 1,280

5
20

1C4
1C3

仕上げ部分モルタルカッター切

壁：鉄筋

仕上げ部分モルタルカッター切

コンクリート及び鉄筋：カッター切

コンクリート目荒らし

露出部分の鉄筋に錆止め塗装を施す

ガス切断後サンダー掛け

無収縮モルタル補修

壁：鉄筋

耐震補強詳細図２

15
1
5

95

外壁　複層塗材E　W=100程度　補修

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

ｼ-ﾘﾝｸﾞ　35*150（PS-2）

ｼ-ﾘﾝｸﾞ　35*150（PS-2）　EP塗り　W＝100等　補修（内部仕上げに合わす）

Ａ－47



工事概要

建築概要 建築主体工事に準ずる

優先順位　 （ 設計図書の優先順位は下記による。 ） 　

電力会社内線規定

工事仕様　 （ 　 　 印を付けたも のを適応の事）

電気設備技術基準

１ ） 現場説明書、 質疑応答書　 　 　 　 ２ ） 特記仕様書　 　 　 ３ ） 設計図　 　 　 ４ ） 共通仕様書　 　

５ ） 上記いずれも 記載なき場合、 不明の場合は係員の指示による 。

各諸官庁規則

建築基準法・ 消防法

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 公共建築工事標準仕様書・ 標準図（ 電気設備工事編）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 公共建築改修工事標準仕様書（ 電気設備工事編） 　

一般事項　 （ 　 　 印を付けたも のを適応の事）

設計図書（ 現場説明書・ 質疑回答含む） に明記ない場合　 又は質疑が生じ た時は係員と 協議し その指示に従う こ と 。

工事施工に、 必要な官公庁への手続き申請は速やかに行い、 それに伴う 費用は請負業者の負担と する。

施工済みの部分・ 未使用機器材料で損傷　 又は汚染の恐れのあるも のは、 適切な方法で養生を行う こ と 。

施工に先立ち関係工事業者と 打合の上、 工程表を作成し 係員の承諾を受けるこ と 。

施工図・ 機器製作書・ 製作仕様書・ 見本等は速やかに提出し 承認後、 施工・ 製作のこ と 。

要があると 認め指示し た場合は、 工事写真・ 見本・ 試験成績表等を提出のこ と 。

引渡後は竣工図・ 保守に関する指導案内書・ 説明書等を作成し 提出のこ と 。

係員が指示し た事項　 又は協議し た事項については記録し 係員に提出する。 尚係員が施工が適切な事を証明する必

工事が完成し た時は係員立会の上、 各種試験・ 検査を行い関係官庁の検査合格を以て竣工と する。

電線管

電線・ ケ－ブル Ｊ Ｉ Ｓ 規格品

Ｊ Ｉ Ｓ 規格品

使用材料（ 五十音順）

照明器具

配線器具

放送機器

イ ンタ －ホン

テレビ共聴

呼出機器

神保

Ｔ Ｏ Ａ

Ｄ Ｘ

岩崎

三菱

アイホン

アイホン

火報・ 防火戸

電気時計 シチズン

ニッ タ ン

ヤマギワ

東芝

東芝

日立国際

ケアコ ム

ケアコ ム

セイ コ －

能美防災

日亜

ビク タ －

マスプロ

東芝

松下

ホ－チキ

ユニペッ ク ス

松下

松下

松下

松下

松下

Ｅ Ｎ Ｄ Ｏ 大光 東芝小泉 松下日立三洋

特記事項　 （ 　 　 印を付けたものを適応の事）

屋外、 床下等雨線上や湿地場所の支持金物は原則と し て　 ステンレス鋼材を使用するこ と 。

塗装 露出配管には指定色塗装を行う 。

プレ－ト ステンレス製 樹脂製（ フ ルカ ラ －）新金属製 ワイ ド 型

接地工事 設計図に明記無きも 、 必要と 思われる場所は本工事にて行う こ と 。

再使用 取外し 器具・ 機器で再使用するも のは、 清掃・ 絶縁測定の上で取付のこ と 。

はつり 既存のコ ンク リ ート 床、 壁等の配管貫通部の穴あけは、 原則と し てダイ ヤモンド カ ッ タ ーによる。

なお復旧はモルタ ル補修と する。

提出書類 建築工事に準じ るこ と 。 係員の指示による 。

工事中のハツリ ガラ 、 撤去発生材は、 場外搬出処分を原則と する。 尚、 廃棄物の処理は　 工事請者の

責任に於いて行う こ と 。

建築の撤去工事工事着手前に、 本工事に於いて既設電源、 自火報感知器等の取り 外し 、 接続変更等、

必要な処理を行い、 事故停電、 非火災発報（ 誤報） の無いよう に適切に処理し ておく 事。

建築工事に係わる部分と 、 それ以外の部分で配管配線が、 またがる場合があるが適切処理を行い、

支障の無い様施工の事。

撤去工事

施工前に充分な現場調査、 打ち合わせを行い、 絶縁処理， 端末処理等の他、 既設部分の養生を行う 。

他工事と の取合

工事範囲　 （ 　 　 印を付けたものを適応の事）

梁・ 床・ 壁貫通部のスリ －ブ及び補修

電気工事 機械工事 建築工事 別途工事

換気扇本体　 及び　 取付工事

同上スイ ッ チ本体　 及び　 配管配線工事

別契約の工事請負業者が定置し たも のは、 無償で使用できる。

設備機材等は指定、 も し く は同等品以上と する 。 同等品以上と する場合は、 係員の承諾を受ける。

本工事に必要な工事用電力及び諸手続き、 申請などの費用は全て請負業者の負担と する。

機材

足場・ 他

支持金物

工事用電力

照　明　器　具　姿　図

ＦＨＦ　１６Ｗ×２

公共品番：ＦＳＳ９－１６２　ＰＨ

ＦＨＦ　１６Ｗ×１Ａ１６１ Ｂ１６２

ＦＨＦ　３２Ｗ×１Ｃ３２１

公共品番：ＦＳＳ９－３２１　ＰＨ

公共品番：ＦＳＳ９－１６１　ＰＨ

ＦＨＦ　３２Ｗ×１

松下電工：ＦＳＡ　４１８２５　ＶＰＨ９同等品

Ｄ３２１

松下電工：ＦＡ　２０２１９（壁埋込用リニューアルプレート共） 松下電工：ＦＡ　２０２１９（Ｌ＝２９１吊具共）

ＣＦ２００×１　通路誘導灯片面・Ｂ級ＢＬ形ａ ＣＦ２００×１　通路誘導灯片面・Ｂ級ＢＬ形ｂ

・ 　 建築耐震補強工事に伴う 、 電気配管配線　 及び　 機器の撤去復旧工事（ 新設工事を含む）

・ 　 建築改修工事（ 湯沸・ 踏込・ 浴室） に伴う 、 電気配管配線　 及び　 機器の撤去復旧工事（ 新設工事を含む）

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

〒６７２－８０４０　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

ＮＯＮＥ

Ｅ－１

係員係員係長係長副課長副課長課長

別府町幼稚園　耐震改修工事 特記仕様書・照明器具姿図
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４１，５６０

７，５００７，５００７，５００８，０００１１，０６０

３，７００４，３００２，７００２，６００１，９００３，８６０

２２５８，０１５５，４１０５，４１０

１，８５０２，０１０

２４０

２，５００３５０３５０

３
，
０
０
０

１
０
，
０
０
０

７
０
０

３
５
０３
５
０

４
０

７
，
５
０
０

２
，
４
２
０

４
０

２
，
２
７
０

７
，
７
３
０

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

１２３４５６７

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

〒６７２－８０４０　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

１：１００

Ｅ－２

保健室

園長室

職員室

玄関

教材室

ホール

便所

手洗い

押入 トコ

保育室 保育室
保育室

通路
通路

テラス

棚

下部下足箱

テラス

ス
ロ
－
フ
゜

スロ－フ゜

スロ－フ゜

足洗い場

手洗い場 手洗い場

足洗い場

ス
ロ
－
フ
゜

倉庫

踏込

湯沸室

和室　８帖

階段下倉庫

踏　込

電灯分電盤

（既設）

（Ｃ３２１）ｘ１

洗濯室

（Ａ１６１）ｘ１

ＭＡ

既設配線に接続

既設配線に接続

既設配線に接続

（Ｄ３２１）ｘ１

前室

湯沸室

（Ｃ３２１）ｘ１

前　室

（Ｂ１６２）ｘ１

既設配線に接続

ＭＡ

廊下

ＭＡ

※新設壁内にて既設配管と接続

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ（ＰＦ１６）

電灯引込盤

（既設）

動力引込盤

（既設）

空調動力盤

（既設）

廊　下

（Ｃ３２１）ｘ２

（　ａ　）　ｘ１

（　ｂ　）　ｘ１

ＭＡ ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ （メタルモールＡ型）

（メタルモールＡ型）

　　〃 内１Ｃアース

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ 屋内露出ＭＡ

（ＰＦ１６） 天井インペイ

照明器具アース

　　〃

壁インペイ既設配管入線部分

２．二重天井内はころがし配線とし、屋内露出部はメタルモールにて保護。

３．新設壁インペイ部はＰＦ管にて保護とする。

メタルモール使用部分（コーナーホ゛ックス共）

既設壁貫通（補修共本工事）

屋内露出

内１Ｃアース

（メタルモールＡ型） 　　〃

　　〃ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ （既設配管に入線）

１．特記なき配管配線は下記とする。

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ

　　〃

天井ころがし

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ 内１Ｃアース

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ

　　〃

　　〃ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－２Ｃ

記　　号 仕　　様名　　称 備　　考

蛍光灯露出２灯用

　〃通路誘導灯

Ｌ

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａ×１

　〃 １Ｐ４ＡＬ付×１

埋込コンセント

カバープレート 新金属製・角型

アウトレットボックス 四角中浅・ＶＥ

ジャンクションボックス メタルモール用

照明器具

　　〃

　　〃 蛍光灯露出１灯用

蛍光灯露出１灯用 別図参照

　〃

　〃

換気扇 機械設備工事

Ｌ

Ｂ級ＢＬ型

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ（既設配管に入線）

３φ３Ｗ

※配管配線新設（屋外露出）

ＥＭ－ＣＥ　５．５°－３Ｃ　Ｅ２．０（Ｇ２２） ３φ３Ｗ

※ケーブルのみ新設

ＥＭ－ＣＥ　５．５°－３Ｃ　Ｅ２．０（既設配管に入線）

Ｅ２．０（１６）

Ｅ２．０（ＭＡ）

Ｅ２．０（ＭＡ）

Ｅ２．０（１６）

Ｅ２．０×１

Ｅ２．０×１

Ｌ

Ｅ Ｅ

Ｅ ２Ｐ１５Ａｘ１　ＥＥＴ

階段室

上る

（１Ｐ協約型：ＥＬＢ　２Ｐ　２０Ａ）

予備スペースに配線ブレーカー増設の上接続

改修後

１階　電気設備図（１）

係員係員係長係長副課長副課長課長

別府町幼稚園　耐震改修工事
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３，７００４，３００２，７００２，６００１，９００３，８６０

２２５８，０１５５，４１０５，４１０

１，８５０２，０１０

２４０

２，５００３５０３５０

３
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０
０
０

１
０
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０
０
０

７
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０

３
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５
０

４
０

７
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５
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２
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４
２
０

４
０

２
，
２
７
０

７
，
７
３
０

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

１２３４５６７

保健室

園長室

玄関

教材室

ホール
倉庫

便所

手洗い

押入 トコ

和室　８帖

保育室 保育室
保育室

廊下

通路
通路

テラス

棚

下部下足箱

テラス

戸
棚

ス
ロ
－
フ
゜

スロ－フ゜

スロ－フ゜

足洗い場

手洗い場 手洗い場

足洗い場

手洗い

ス
ロ
－
フ
゜

２
４
０

Ａ

湯沸室

前室

上る
階段室

踏込

職員室

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

〒６７２－８０４０　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

１：１００

電灯分電盤

Ｉ

※天井コロガシ配線とし既設丸形ボックスにて再接続

２Ｅ

Ｅ－３

ＥＭ－ＡＥ　０．９－５Ｐｒ

洗濯機用

ＭＡ

（内器改修）

ＥＭ－ＡＥ　０．９－５Ｐｒ（既設配管に入線）

複合機（ＦＡＸ）

Ｍ

Ｃ１ ＭＪ ＢＡＮ

既設Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（メタルモールＡ型）

※新設（棚内配線はメタルモールＡ型にて保護）

※配管のみ新設（棚内配線はメタルモールＡ型にて保護）

※配管のみ新設

ＥＭ－ＨＥＣ　０．４－１Ｐｒ×２（メタル床モール）

既設Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（メタル床モール）

メタルモール使用部分（コーナーホ゛ックス共）

既設壁貫通（補修共本工事）

屋内露出

２．二重天井内はころがし配線とし、屋内露出部はメタルモールにて保護。

１．特記なき配管配線は下記とする。

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ 内１Ｃアース

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ 内１Ｃアース

（メタルモールＡ型） 内１Ｃアース屋内露出ＭＡ ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　　１．２－４Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　　１．２－４Ｃ

天井ころがし

天井ころがし

（既設配管に入線）

（既設配管に入線）

壁天井インペイ

壁天井インペイ

記　　号 仕　　様名　　称 備　　考

埋込コンセント

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ ２Ｐ１５Ａｘ２　ＥＥＴ

感知器

定温式スポット　１種　防水　〃

差動式スポット　２種

ジャンクションボックス メタルモール用

予備スペースに配線ブレーカー増設

（１Ｐ協約型：ＥＬＢ　２Ｐ　２０Ａ）

改修後

１階　電気設備図（２）

係員係員係長係長副課長副課長課長

別府町幼稚園　耐震改修工事



４１，５６０

２４０ ４，３００ ３，７００ ７，５００ ７，５００ ７，５００ １，６００

２２５２２５２２５２２５８，０１５

２４０ １０，８２０

５，４１０５，４１０

２，５００

５ １２３４７ ６
１
８
，
０
０
０

１
，
２
５
０

５
，
８
４
０

５
，
３
０
０

２
，
４
６
０

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

２
，
２
０
０

２
，
２
０
０

２
，
４
２
５

２
，
４
２
５

４１，５６０

２４０ １０，８２０ ２４０ ８，０００ ７，５００ ７，５００ ７，５００ ９００

５，４１０ ５，４１０ ８，０１５ ２２５ ２２５ ２２５ ２２５

７ ６ ５ １２３４

１
０
，
０
０
０

１
，
２
５
０
４
０

７
，
５
０
０

２
，
４
２
０
４
０

７
，
７
３
０

２
，
２
７
０

１
９
０

Ｄ

Ｃ

Ｂ

アルミ庇　新設

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

〒６７２－８０４０　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

１：１００

Ｅ－４

遊戯室バルコニー

便所

保育室 保育室

階段室

器具庫

上る

下る

保育室

バルコニー

バ
ル
コ
ニ
ー

廊下

手洗い

スロープ

スロープ

バルコニー

耐震スリット新設

ＡＭＰ

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ（既設配管に入線） ＥＭ－ＡＥ　０．９－５Ｐｒ（既設配管に入線）

※既設プルボックスにて既設配線に接続

ＥＭ－５Ｃ－ＦＢ（メタルモールＡ型）

※新設

ＥＭ－５Ｃ－ＦＢ（床ころがし）

※新設

改修後

２階　電気設備図

係員係員係長係長副課長副課長課長

別府町幼稚園　耐震改修工事



１
８
，
０
０
０

５
，
８
４
０

２
，
２
０
０

２
，
２
０
０

３
，
１
３
０

４
，
６
３
０

３
０
０

２
４
０

６
０

４１，５６０

７，５００７，５００７，５００８，０００１１，０６０

３，７００４，３００２，７００２，６００１，９００３，８６０

２２５８，０１５５，４１０５，４１０

１，８５０２，０１０

２４０

２，５００３５０３５０

３
，
０
０
０

１
０
，
０
０
０

７
０
０

３
５
０３
５
０

４
０

７
，
５
０
０

２
，
４
２
０

４
０

２
，
２
７
０

７
，
７
３
０

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

１２３４５６７

取り外し・復旧

取り外し・復旧

保健室

園長室

職員室

玄関

教材室

ホール

下足コーナー

階段室

上る

押入 トコ

和室　８帖

保育室 保育室
保育室

通路
通路

１，５００

テラス

棚

テラス

戸
棚

便所

手洗い

足洗い場

手洗い場 手洗い場

足洗い場

脱衣洗面

浴室

湯沸室

前室

踏込

３）不要な配管配線、機器は全て撤去処分とする。

２）インペイ部分については配線のみ撤去とし、配管は再使用とする。

〃

既設配線（未改修）を示す

１）特記なき撤去配管配線は下記とする。

１．６×２（１９）

１．６×３（１９）

※撤去処分

※撤去処分

記　　号 名　　称 仕　　様 記　　号 名　　称 仕　　様 記　　号 名　　称 仕　　様工　事　内　容 工　事　内　容工　事　内　容

各設備共通

電灯・誘導灯設備 撤去処分

１１１

（現況のまま）（現況のまま） （現況のまま）

動力引込盤 電灯引込盤 空調動力盤

廊下

シーリングライト 撤去処分　　〃

撤去処分

ブラケットライト　　〃 撤去処分

撤去処分　　〃 埋込灯

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１

１Ｐ１５Ａｘ２　　〃

撤去処分

撤去処分

撤去処分

撤去処分

壁埋込形・Ｂ級

１１１ プルボックス １００×１００×１００

撤去再使用

撤去再使用

撤去処分（機械設備工事）

蛍光灯露出・ＦＬ２０Ｗ×１ 現況のまま

ペンダントライト 現況のまま

シーリングライト 現況のまま

　　〃 埋込灯

照明器具

　　〃

　　〃

電灯分電盤

（現況のまま）

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１

換気扇 壁付

蛍光灯露出・ＦＬ２０Ｗ×２　　〃

照明器具 蛍光灯露出・ＦＬ２０Ｗ×１

壁埋込形・Ｂ級通路誘導灯

通路誘導灯

避難口誘導灯

現況のまま

現況のまま

※現況のまま

既設空調室外機

１．６×２（１９）

※配線のみ撤去処分

倉庫

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

〒６７２－８０４０　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

１：１００

Ｅ－５

３φ３Ｗ

※既設配管配線撤去処分

ＣＶ　５．５°－３Ｃ　Ｅ２．０（Ｇ２２） ３φ３Ｗ ＣＶ　５．５°－３Ｃ　Ｅ２．０（Ｇ２２）

※配線のみ撤去処分（配管は現況のまま）

改修前撤去

１階　電気設備図（１）

係員係員係長係長副課長副課長課長

別府町幼稚園　耐震改修工事



１
８
，
０
０
０

５
，
８
４
０

２
，
２
０
０

２
，
２
０
０

３
，
１
３
０

４
，
６
３
０

３
０
０

２
４
０

６
０

４１，５６０

７，５００７，５００７，５００８，０００１１，０６０

３，７００４，３００２，７００２，６００１，９００３，８６０

２２５８，０１５５，４１０５，４１０

１，８５０２，０１０

２４０

２，５００３５０３５０

３
，
０
０
０

１
０
，
０
０
０

７
０
０

３
５
０３
５
０

４
０

７
，
５
０
０

２
，
４
２
０

４
０

２
，
２
７
０

７
，
７
３
０

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

１２３４５６７

取り外し・復旧

保健室

玄関

ホール

下足コーナー

階段室

上る

倉庫

押入 トコ

和室　８帖

浴室

前室

保育室 保育室
保育室

廊下

通路
通路

踏込

１，５００

テラス

棚

テラス

戸
棚

便所

手洗い

足洗い場

手洗い場 手洗い場

足洗い場

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

〒６７２－８０４０　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

１：１００

脱衣洗面

湯沸室

２

２

１１２

Ｉ
２

電灯分電盤

（現況のまま）（現況のまま）

電話保安器盤

ＴＥＬ 既設ＴＩＶＦ　０．６５－２Ｃ（天井下ステッフ゜ル止）

※工事中既設配線を電話保安器盤から切り離し、工事完了後復旧

※現況のまま

ＡＥ　０．９－５Ｐｒ（Ｅ１９）

※配管配線撤去処分

ＡＥ　０．９－５Ｐｒ（Ｅ１９）

※配線のみ撤去処分

ＣＰＥＶ　１．２－５Ｐｒ

ＡＥ　　　１．２－２Ｃ

電気錠

インターホン

地中埋設

（ＧＰ２８）

監視カメラ

ＣＰＥＶ　１．２－５Ｐｒ

ＡＥ　　　１．２－２Ｃ

５Ｃ－ＦＢ

架　空

電気錠

インターホン

監視カメラ ５Ｃ－ＦＢ（架空）

※建築耐震工事に支障の無い様、既設架空ケーブルの撤去

※既設カメラにて配線切離し、工事完了後復旧

職員室

３）不要な配管配線、機器は全て撤去処分とする。

２）インペイ部分については配線のみ撤去とし、配管は再使用とする。

既設配線（未改修）を示す

１）特記なき撤去配管配線は下記とする。

１．６×２（１９） ※撤去処分

※撤去処分

コンセント設備

１．２×４（１９） 自火報設備

各設備共通

記　　号 名　　称 仕　　様 記　　号 名　　称 仕　　様 記　　号 名　　称 仕　　様工　事　内　容 工　事　内　容工　事　内　容

２Ｐ１５Ａｘ１ 撤去処分

撤去処分　　〃 ２Ｐ１５Ａｘ２２

　〃

撤去処分

撤去処分定温式スポット　１種　防水

差動式スポット　２種感知器

埋込コンセント

１１１ 撤去処分プルボックス １００×１００×２００

園長室

２ ２Ｐ１５Ａｘ２ 撤去再使用

２Ｐ１５Ａｘ１ 撤去再使用　　〃

埋込コンセント

撤去再使用ＰＡアンプＡＭＰ

撤去再使用インターホン

監視モニター 撤去再使用

Ｉ

撤去再使用電話機 通話録音装置共Ｔ

撤去再使用電話回線切替機切

撤去再使用

撤去再使用地震感知装置 ＣＡＴＶ

撤去再使用モデム

分岐器 １分岐器Ｃ１

ＢＡＮ

Ｍ

露出丸形ボックス 現況のまま

差動式スポット　２種

露出モジュラジャックＭＪ

感知器 現況のまま

現況のまま

ＣＡＴＶ

カセット・ＣＤデッキ含む

教材室

Ｅ－６

概要１）耐震スリット工事により既設棚の取り外し復旧を建築工事にて行う。

概要２）取り外し棚に設置の機器全て建築工事前に一時撤去、工事完了後復旧工事。

概要３）工事中の仮設工事を見込む。（別図参照）

Ｃ１ＶＴＲ ＢＡＮ

Ｍ

ＴＩＶＦ　０．６５－２Ｃ×２（床モール）

※撤去処分

複合機（ＦＡＸ）

※現況のまま

Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（床モール）

切 Ｔ ＩＭＪ ＡＭＰ

Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（ころがし）

※撤去再取付

ＶＴＲ装置

既設同軸ケーフ゛ル×３

※撤去再取付※撤去再取付

※配管撤去処分（配線は再使用）

　（防雨入線カハ゛ーまで引き戻し保管）工事完了後復旧工事※既設プルボックスにて配線切離し、工事完了後復旧（配管未改修）

既設電話配管配線

改修前撤去

１階　電気設備図（２）

係員係員係長係長副課長副課長課長

別府町幼稚園　耐震改修工事



４１，５６０

２４０ １０，８２０ ２４０ ８，０００ ７，５００ ７，５００ ７，５００ ９００

５，４１０ ５，４１０ ８，０１５ ２２５ ２２５ ２２５ ２２５

１，２５０

７ ６ ５ １２３４

１
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，
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４
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Ａ
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，
４
２
５

２
，
４
２
５

２
，
２
０
０

２
，
２
０
０

４１，５６０

２４０ １０，８２０ ２４０ ４，３００ ３，７００ ７，５００ ７，５００ ７，５００ １，６００

２２５２２５２２５２２５８，０１５５，４１０５，４１０

２，５００

７ ６ ５ １２３４

庇　撤去

１
０
，
０
０
０

１
，
２
５
０
４
０

７
，
５
０
０

２
，
４
２
０

４
０

７
，
７
３
０

２
，
２
７
０

Ｄ

Ｃ

Ｂ

１
９
０

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

〒６７２－８０４０　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

１：１００

遊戯室バルコニー

便所

保育室 保育室

階段室

器具庫

上る

下る

保育室

バルコニー

バ
ル
コ
ニ
ー

廊下

手洗い

スロープ

スロープ

バルコニー

構造スリット

ＭＪ

１．６×２（１９）

※配線のみ撤去処分

※現況のまま

※現況のまま

既設モジュラジャック

Ｅ－７

ＡＥ　０．９－５Ｐｒ（Ｅ１９）

※配線のみ撤去処分

５Ｃ－ＦＢ（立下りメタルモールＢ型）

※配線のみ撤去処分

ＡＭＰ
既設電話配管配線

ワイヤレスアンテナ

※撤去再取付

５Ｃ－ＦＢ（立下りメタルモールＡ型）

※撤去処分

建築防水工事に伴い、工事中支障の無いよう遊戯室屋上に振り上げ仮止め。

屋上同軸ケーブル（ころがし）

改修前撤去

２階　電気設備図

係員係員係長係長副課長副課長課長

別府町幼稚園　耐震改修工事
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７
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３
５
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５
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４
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７
，
５
０
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２
，
４
２
０

４
０

２
，
２
７
０

７
，
７
３
０

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

１２３４５６７

保健室

玄関

ホール
倉庫

押入 トコ

和室　８帖

浴室

前室

保育室 保育室
保育室

廊下

通路
通路

踏込

１，５００

テラス

棚

テラス

戸
棚

便所

手洗い

足洗い場

手洗い場 手洗い場

足洗い場

ＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

〒６７２－８０４０　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

１：１００

脱衣洗面

湯沸室

Ｃ１

職員室

複合機（ＦＡＸ）

※現況のまま

ＭＪ

園長室

既設同軸ケーフ゛ル×３

教材室

Ｅ－８

切
Ｔ

ＢＡＮＭ

Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（床モール） ＴＩＶＦ　０．６５－２Ｃ（床モール）

※工事中再接続（仮設）

下足コーナー
上る
階段室

記　　号 名　　称 仕　　様 工　事　内　容

電話機 通話録音装置共

電話回線切替機

Ｔ

切

地震感知装置 ＣＡＴＶ

モデム

分岐器 １分岐器Ｃ１

ＢＡＮ

Ｍ ＣＡＴＶ

既設品再取付（仮設）

既設品再取付（仮設）

既設品再取付（仮設）

既設品再取付（仮設）

既設品再取付（仮設）

ＴＩＶＦ　０．６５－２Ｃ×２（床モール）

※仮設配線

※仮設配線※仮設配線

概要１）耐震スリット工事中、下記の電気仮設工事を見込む。

（１）電話　（２）ＦＡＸ　（３）ＣＡＴＶ地震計

概要２）工事中も職員室を使用するため、仮設配線は床モール等で職員の業務に使用の無い様保護すること。

概要４）建築工事完了後、仮設配線の撤去　及び　機器復旧工事を行う。

概要３）事前に現場調査及び打ち合わせを行い、仮設内容、各仮設機器の設置場所を決定すること。

係員係員係長係長副課長副課長課長

工事中　電気仮設工事別府町幼稚園　耐震改修工事



VP3)　ドレン管   ・　地中(     )   ・　一般(      )　・　露出部(ｶﾗｰVP)

・　建築基準法施行令112条、113条、114条の防火区画、界壁などを貫通する管は施工

青銅製は管端コア付とする。

・　各ポンプ吐出管に取付の逆止弁の内口径 40A以上のもの又は全揚程が 30mを超える

ﾆ)　小便器

ﾛ)　配管材料

ﾊ)　継 手 類

ﾆ)　上水引込工事

ｲ)　給湯方式

ﾛ)　放 流 先

 ・その他 (       )

2)　一般配管用    ・　ネジ込み継手    ・　溶接継手   ・　その他(     )

・処理対象人員(     ) ・BOD(     )mg/L  ・除去率(     )%以上

屋 外 条 件 屋  内  条  件

温度(RH)温度(DB)

施    工    場    所

空調用SA

空調用RA

換気EA

換気SA

換気RA

給気OA

接続BOX

消音BOX

チャンバー類

屋外露出 内貼り

施    工    区    分

S

H

T

S

M

M

R

T

M

PT

R

隠ぺい､PS屋内露出

風道管種別 保温材 備    考

(注 記)

機械設備工事特記仕様書

３. 工事期間

４. 建物概要

2構  造 階  数 延 面 積 (m  ) 備   考

４. 工事種目 各事項のうち ・ 印部を本工事摘要事項とする。 　　　 各項共通

Ⅱ 一般事項

Ⅲ 共通事項  

(1) 配管材料

・　配管材料の内、公共上下水道事業者の規定を受けるものは、その規定あるいは承認

・　規格のあるものはJIS又はJWWA、HASS、WSPマークなどの表示品とする。

(2) 管継手接合材

・　塩ビライニング鋼管及びポリ粉体ライニング鋼管でネジ接合をする場合の継手は管

・　用途別、配管材別継手は使用材料の項目に依る。

・　接合材は管材並びに流体の性質、温度、水圧等に適合し耐久力があり、且つ水質

(3) 配管付属品

鋳鉄製はライニング弁(ﾅｲﾛﾝｺ-ﾃﾝｸﾞ)

・　弁類は原則としてJIS規格品とし使用区分は下記による。

場合は衝撃吸収式とする。

・　防振継手はベローズ形(SUS304製)又は合成ゴム製とする。

・　量水器は各水道事業者認定品又は計量法に定める検定合格品とする。

JIS 5㎏/C㎡ →  ・　上記以外の配管     ・　排水管

(4) 機 器 類

・　機器類の検査は性能試験、外観、寸法、機能その他とする｡

・　基礎は機器リスト寸法によるＲＣ造り(鉄筋入り)で仕上げはモルタル塗りとする｡

・　各指定の仕様書に基ずいた付属品が具備されている事｡

・　本工事に使用の機器類は各指定メーカーの標準品でよい｡ … (機器ﾘｽﾄ参照)

・　機器据付における設計用水平震度は特記なき限り地階及び1階床においては1.0

塔屋においては1.5 とする｡

(5) 配管工事

・　防水層貫通配管は貫通する箇所につば付スリーブと管の隙間にはヤーン及び鉛等の

　材料を充填して水蜜にする。

・　防露保温を施工しない屋内配管の天井、床、壁を貫通する見え掛箇所にはステンレ

スバンドをつける。

・　屋上より突出する水槽等へ接続の配管には耐震処理を施す。

・　機器と配管の接合部には必ず防振継手を使用の事。

・　管スリーブは下記による。

　床、壁その他の構造部を貫通するスリーブ … 鋼管製又は鋼板製(0.4mm以上)

　建築構造体に支障のない部分を貫通するスリーブ … 紙製スリーブ

　防水層貫通スリーブ … SGP製 (JIS G-3452)ツバ付スリーブ

地中梁スリーブ … ビニール管

　尚鋼板、鋼管製スリーブはいずれも防錆塗装の施されたものとする。

・　管の埋設深さは車道では600mm以上その他は300mmとする。

　但し寒冷地では凍結深度以上とする。

・　上記以外の項目は共通仕様書を参照の事｡

・　配管支持細目は下記による。

共
 
  
 
 
通
 
  
 
  
事
  
 
  
 
項
 
 

(6) 保温塗装工事

・　保温材はJIS適合品とする。

・  JISに規定のないものを使用するときは係員の承諾を得る事。

・　防火区画等を貫通する配管の被覆はその貫通する部分の前後1m以上をロックウール

　等不燃性の保温材を使用の事｡

・　屋内露出配管保温見切り箇所には菊座を又、分岐、曲り部等にはバンドを取付ける

・　保温不要箇所は共通仕様書による。

・　塗装は原則として屋外は油性調合ペイント又は合成樹脂調合ペイントの

　２種とし屋内は合成樹脂調合ペイントの１種とする。

Ⅳ 工事概要

工
  
 
  
 
  
 
事
 
 
  
 
  
 
  
概
  
 
  
 
 
  
 
  
要

ｲ)　衛生陶器    色

ﾛ)　大便器洗浄弁 ・　節水機能付     ・　一般型      ・　低圧型     ・　センサー付 

ﾊ)　大便器ロータンク ・　防露型     ・　一般型      ・　手洗付     ・　手洗無

・　その他(          )

・　トラップ脱着式ストール    ・　ストール    ・　壁掛ストール 

・　その他(          )

・　FV式   ・　個別センサー   ・　集中センサー   ・　ハイタ ンクﾎ)　小便器洗浄方式

ﾍ)　器具付属品 ・　器具リスト参照 

・　器具取付要領及び取付高さは下記文献に依るﾄ)　特記事項

・　機械設備工事標準図     ・　各メーカー設計図面集

・　衛生器具設備工事

ｲ)　給水方式

・　竪管(SGP－VA)

・　屋上露出管(SGP－VA)     ・　防火区画貫通部(HIVP)

・　全体(         ) 　・　床コロガシ配管(       ) 　・　その他(       )

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。

1)　ビニル管     ・　水道用硬質塩ビ管継手(       )

2)  ライニング管等     ・  ネジ接合     ・  管端防食継手

3)その他

・　給水設備工事

・　既設　　・　別途     ・　本工事に含む

・　中央式     ・　局所     ・　併用式     ・　その他(       )

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。ﾛ)　配管材料

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。ﾊ)　継 手 類

・　別図(弁類使用区分表)参照の事。ﾆ)  弁    類

・　高温水用ボールバルブ(     )   ・　JIS 10Kｹﾞｰﾄ弁

・ JIS 5Kｹﾞｰﾄ弁   

ﾎ)　特記事項

・　給湯設備工事

・　下水直放流  ・　し尿浄化槽  ・　水路  ・　既設桝  ・　その他(     )

ﾊ)　通気方式 ・　伸長通気  ・　ループ通気 ・　主通気  ・　個別通気  ・　その他(     )

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。

・　地中配管 　・　VU   　・　VP   　・　HP  　 ・　その他 (       )

・　屋内竪管   ・　汚水(　     )　 ・　排水(　     )　 ・　通気(   　  )

・　器具接続管       ・　汚水(     ) 　・　排水(     ) 　・　通気(     )

・　露出部  ・　ｶﾗｰVP  ・　SGP(白)   ・　その他 (        )  

・　その他…    用排水管    (　・        )

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。

1)  ビニル管     ・  ビニル管継手(  ・  TS    ・  DV  )

2)　鋼管  ・　ネジ込み式( 　・　ドレネジﾞ式  　 ・　可とう鋳鉄製) 

可とう式 (　・　MD継手  　・　MY継手 )

・　別図(弁類使用区分表)参照の事。

・  JIS 5K 一般弁類   ・　その他

ﾄ)　特記事項

ﾍ)　弁    類

ﾎ)　継 手 類

ﾆ)　配管材料

・　排水通気設備工事

ｲ)　種    別

ﾛ)　試    験

ﾊ)　配管材料

ﾆ) 継 手 類

ﾎ) 特記事項

・　気密試験  ・　点火試験  ・　圧空試験   ・　チャート記録  

 　・　ガス設備工事

 　・　消火設備工事

・　屋内消火栓設備(　・　1号 　・　2号) …… 令第11条ｲ)　種    別

・　屋外消火栓設備               …… 令第19条

・　連結送水管設備               …… 令第29条

・　スプリンクラー設備           …… 令第12条

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。ﾛ)　配管材料

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。ﾊ)　継 手 類

1)  地中配管用    ・  ネジ込み継手   ・  その他(  　 )

・　別図(弁類使用区分表)参照の事。ﾆ)　弁    類

・　すべて JIS 10㎏/c㎡とする

ﾎ)　特記事項

　 ・　し尿浄化槽設備工事

・単独処理方式   ・合併処理方式   ・その他(     )ｲ)　種    別

ﾛ)　仕  様

・FRP製   ・RC製   ・槽上部の荷重割増(・要  ・不要)ﾊ)　構  造

・地下水の排出   ・杭   ・土留   ・岩盤のはつりﾆ)　施工範囲

ﾎ)　特記事項

ｲ)　種別,仕様

ﾛ)　配管材料

ﾊ)　継 手 類

ﾆ)　弁    類

ﾎ)　特記事項

 　・　空調機器設備工事

・　直吹型  ・　ダクト ・　併用 ・中央 ・　各階ユニット ・　(        )ｲ)　方  式

・　空冷式ヒートポンプエアコン(　・　マルチ　・　個別　・　エコアイス)ﾛ)　主要熱源機

・　ガスヒートポンプエアコン(　・　LPG　・　都市ガス)(　・　マルチ　・　個別)

・　直焚き吸収冷温水機   ・　空冷ユニット   ・　チリングユニット 

・　無圧缶水型温水機   ・　(        )

ﾊ)　設計条件

1)　据付    ・　耐震施工   ・　一般施工(水平震度は準処)ﾆ)　施  工
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2)　試験    ・　風量    ・　保護装置   ・　温湿度

・　本工事に使用する機器類は下記に依る

・　各メーカー標準品

・　本工事に摘要する仕様書に準処したもの

ﾎ)　特記事項

・　冷媒管   ・　ドレン管   ・　冷温水管   

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。ﾛ)　配管材料

ｲ)　種  別

1)　冷媒管     ・　冷媒用被覆銅管     

2)　冷温水管     ・　地中(     )    ・　一般(     )

4)

5)

ﾊ)　特記事項

 　・　風道管設備工事

・別図(材料使用区分一覧表)参照の事。ｲ)　使用材料

2)タワミ継手    ・アルミフレキ   ・塩ビフレキ    ・(     )

・アングル工法     ・共板工法     ・スライド工法ﾛ)　ダクトの接続

ﾊ)　分岐方法 ・割込方式     ・直付け方式     ・併用方式

・シャッター付  ・アルミ製     ・鋼板製  ・SUS製  ・塩ビ製  ﾆ)　器  具

・各共通仕様書参照ﾎ)　ダクトの板厚

・延焼線部、防火区画貫通部のみ1.6m/m以上の鉄板

・各共通仕様書に依る     ・図示位置のみ     ・不要ﾍ)　風量測定口

ﾄ)　特記事項

 　・　換気設備工事

ｲ)　方  式

ﾛ)　風道管

ﾊ)　使用材料

・　風道管設備工事の項参照

・　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。

・　機器接続部(          )

ﾆ)　フード材質

ﾎ)　フード形状

ﾍ)　屋外フード

・　SUS鉄板(1.0m/m)     ・　亜鉛鉄板     ・　カラー鉄板

・　箱型     ・　山型  (周囲化粧囲い)     ・　二重フード (給気口付)

1)　材質   ・　ステンレス製     ・　アルミ製     ・鋼製     

3)　機能   ・　防虫アミ付   ・　ガラリ付    ・　FD付  ・　

4)　その他     ・　低圧損型     ・　色(　・　指定色   ・　標準色)

ﾄ)　特記事項

　・　自動制御設備工事

・電気式 ・電子式 ・デジタル式 ・空気式 ・中央監視制御装置ｲ)　種     別

・共通仕様書に依る     ・製造者の標準仕様品   ﾛ)　計装用電線

ﾊ)　自動制御盤 ・壁掛型     ・自立型      ・卓上型     ・別途工事

ﾆ)　特記事項

工
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ｲ)種別,仕様

ﾛ)配管材料

ﾊ)継 手 類

ﾆ)弁    類

ﾎ)特記事項

(1)　保温筒

(ｲ)　グラスウール  (ﾛ)　ポリスチレンフォーム3号  (ﾊ)　ロックウール1号  (ﾆ)　その他

(2)　保温材

(ｲ)　グラスウール  (　・　2号40k  ・　2号32k  ・　2号24k)

(ﾛ)　ポリスチレンフォーム3号  (ﾊ)　ロックウール1号  (ﾆ)　その他

(3)　保温厚

・　各共通仕様書に依る

(4)　塗装工事

・　各共通仕様書に依る

(5)　防食、防錆

(ｲ)　防食テープ  (　・　ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ系  ・　ﾌﾟﾁﾙ系)

(ﾛ)　エポキシ樹脂コーテング及びライニング

(ﾊ)　溶融亜鉛メッキ  (　・　2種55  ・　2種35)

(ﾆ)　溶融アルミニウムメッキ (　・　2種  ・　3種)

保
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(6)　遮  音

(ｲ)　鉛板     (ﾛ)　軟質遮音板(       )

(7)　保温施工種別

(ｲ)　保温筒＋原紙＋綿布＋塗装(a)屋内露出

(8).　保温施工区分

・弁類､フランジ  ・保温材(      )＋アルミクラフト＋外装材(     )  機器類

・ポンプ      ・保温材(       )＋アルミクラフト＋外装材(       )

・冷温水槽         ・鋲＋保温板(       )＋外装材(       )

・煙導             ・ロックウールブランケット＋外装材 (       )

＋保護用テープ＋防食テープ

・弁類､フランジのカバーは下記に依る

  マスチック(粘着性ﾌﾟﾁﾙｺﾞﾑ)＋ペトロラタ ム系防食テープ

  特記事項

Ⅷ 追記事項

追
  
記
  
事
 
 
項

凡   例

記   号 品        名 備         考

一 般 弁 類

逆 止 弁

電 動 3 方 弁

温 度 調 整 弁

安 全 弁

電 動 2 方 弁

電 磁 弁

減 圧 弁

弁 類 ( 地 中 )

水 道 メ ー タ ー

Y 型 ストレーナー

フレキシブル継手(SUS)

フレキシブル継手(球形)

伸 縮 継 手 (EXP)

ユニオン継手、フランジ継手

自動 エアー抜弁

オイルストレーナー

通 気 金 物

ヒューミデスタット

サーモスタット

U ト ラ ッ プ

単 水 栓 （水）

単 水 栓 （湯）

混 合 水 栓

シャワー 金 具

水 栓  柱

散 水  栓

ボールタップ

フラッシュ弁

ガスコック(1口)

ガスコック(2口)

ガスコック(埋込)

ガス 鉄コック

床 上 掃 除 口

床排水トラップ

排 水 目 皿

排水ストレーナー

プラスタ－トラップ

リモコンスイッチ

パイプフード

吸込口 (EA , RA)

吹出口 (OA , SA)

排煙口 (OA , SA)

チャンバー（内貼り)

タ ワ ミ 継 手

風量調整ダンパー (VD)

防火ダンパー (FD , FVD)

水撃防止弁(ショックノン)

定水位弁  (F号)

塩ビ小口径桝

雨 水 桝

RC製インパート桝

工
 
  
 
 
事
 
  
 
 概
 
  
 
 要

Ⅰ. 工事概要

２. 工事場所

一
 
 
 
  
般
 
 
 
 事
  
 
 項

共
 
 
 
  
通
 
 
  
 
 
事
 
  
 
  
項
  

弁桝 40A以下(B-1)､50A以上(MHA-P300)

給湯設備工事

ガス設備工事

消火設備工事

浴槽濾過設備工事

し尿浄化槽設備工事

厨房器具設備工事

空調機器設備工事

空調配管設備工事

風道管設備工事

換気設備工事

自動制御設備工事

用        途

・　地中配管(          　　)     ・　一般管(        　)

JIS10㎏/C㎡ →  ・　直圧部給水管     ・　消火管     ・　その他(特記部 )

・　監督員の指示による。

・　障害者を配慮した建築設計資料     ・　その他(現場指示 )

(ﾎ)　その他(ロックウール巻)

(ﾊ)　鋲＋保温板＋接着材＋ガラスクロス粘着テープ

(b)屋内隠ぺい (ｲ)　保温筒＋アルミガラスクロス

(ﾛ)　保温材＋アルミニウムはく＋亀甲金網

(ﾊ)　鋲＋保温板＋アルミガラスクロス粘着テープ

(c)床下、暗渠 (ｲ)　保温筒＋ポリエチレンフィルム＋防水麻布＋アスファルトプライマー

(ｲ)　保温筒＋外装材  ( SUS鋼板)(d)屋外露出

(ﾛ)　その他(       )

(ﾛ)　鋲＋保温板＋ポリエチレンフィルム＋外装材(       )

(ﾊ)　スリムダクト又は保温化粧カバー (       )

(ﾊ)　鋲＋保温板＋接着材＋ガラスクロス粘着テープ

(ﾆ)　その他(       )

(e)機械室倉庫 (ｲ)　保温筒＋原紙+ガラスクロス

(ﾛ)　保温筒＋原紙＋綿布＋塗装

種別

配管 保温筒

給水

給湯

排水

汚水

通気

消火

ガス

オイル

蒸気

冷媒

ドレン

温水

冷水

冷温水

エアー

屋内

露出

隠ぺい

ＰＳ

(b)

暗渠

ピット

屋外

露出

躯体

接触部

地中

備　　　考

(ｲ)

(ﾆ)　その他(SUS鋼板仕上 )

(ﾆ) 鋲＋保温板＋アルミガラスクロス+亀甲金網

・JISB616条件

冬期

夏期

温度(DB) 温度(RH) 温度(DB) 温度(RH)%℃

 　・　床暖房 設備工事

　別図(弁類使用区分表)参照の事。

　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。

　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。

　・　浴槽循環濾過設備工事

Ⅶ. 保温塗装工事

・全自動ユニット型濾過機

　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。

　別図(材料使用区分一覧表)参照の事。

　別図(弁類使用区分表)参照の事。

を接合できる材料を選定し、使用の事。

・温水ヒートパイプ方式

(ﾛ)　保温筒＋原紙+ガラスクロス又は化粧カバー

(1)

HIVP

1)一般部     ・亜鉛鉄板   ・スパイラル管   ・ステンレス鋼板

・　SPD   ・　VP(     )   ・　ステンレス鋼板   ・　亜鉛鉄板

塗装

・　水槽廻り配管(SGP(白)) 　・　VP 　・　その他  (                   )

・　消火器設置（図示）   ＡＢＣ１０型 格納箱共

支持金物（ボルト、ナット）は全てSUS製とする

(ﾛ)

(a)

屋　内 屋　外

(2) 本工事請負業者は施工前に下記の書類を提出し係員の承諾を得る事。

・　着工届一式    ・　現場代理人届    ・　工程表    ・　使用器材メーカーリスト

・　工事施工計画及び下請人通知書 ・　機器メーカーリスト    ・　施工図 

・　機器承諾図    ・　その他係員より指示されたもの

・　マンホール把手､ボンテン    ・　工具一式 

尚この場合金額の増減は行わないものとする。

尚本工事における係員とは下記を指す。(5) 本工事の検査、試運転等は係員立会いの上で行う事。

・　設計事務所担当者 ・　施工側代行人 ・　県､市､町の職員  ・　その他

(6) 本工事完了時には下記のものを提出する事。 (1部)

・　その他係員が指示するもの

・　各種取扱説明書及び検査合格書

(7) 本工事に必要な工事用電力、水、その他仮設用費用はすべて請負業者の負担とする

届け出をし、分別解体及び建築資材廃棄物の再資源化（コンクリート、木材等）に努めること。

(9) 「再生資源の利用に関する法律」、「建築工事に係る資材の再資源化に関する法律」に基づいて

(10) 部分完成の引渡しについて

(4) 設計図書、工事施工上にて疑義が生じた場合は、係員と協議の上、その指示に従う事。

又、設計図書に記載なきも、技術、法規上当然必要と認められる事項は本工事にて施工の事。

・　建物外部及び多湿部分の配管、機器等の支持金物、ビス、ボルト等はステンレス製とする。

・　その他(ステンレス製)

VPVP VP

VP VP

(ｲ)

(c) (d) (5)

(ｲ)

地中配管の継手使用部はコンクリート巻きとする

(c)

・　竣工図(CADデータ一式､製本２部) 　・　工事写真 (ｱﾙﾊﾞﾑ製本 １部)   ・　機器完成図 

工程の調整については、学校の運営を考慮し、十分協議した上で行う事

・　空調配管設備工事

塗装

(ｲ) (ｲ)(ﾊ)

・　試験方法,仕様は大阪ガス仕様とする

・　屋外竪管   ・　汚水(　     )　 ・　排水(　     )　 ・　通気(   　  )

SGP－VS

機械設備工事　特記仕様書

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事標準仕様書」並びに標準図最新版

社団法人新日本建築家協会監修「機械設備工事標準仕様書」最新版

・　上記以外の項目は標準仕様書を参照の事｡

・　上記以外の項目は標準仕様書を参照の事｡

・　上記以外の項目は標準仕様書を参照の事｡

・　上記以外の項目は標準仕様書を参照の事｡

・　横引配管は耐震支持を行う(仕様書参照)  　・　支持間隔の詳細は標準仕様書による。

・　各塗装箇所の塗料の種別及び塗り回数は標準仕様書による｡

・　揚水管(HIVP)

・　地中配管(HIVP)     ・　タ ンク下がり主管(HIVP,SGP－VA)

・　一般配管(HIVP)     ・　屋内露出管(HIVP)  ・　屋外露出管(HIVP）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

課　長 副課長 係長副課長

SGP白

・

・

・　別図(弁類使用区分表)参照の事。

・　直圧部   JIS 10K(　・　ｼﾞｽｸ弁   ・　ｹﾞｰﾄ弁)

・　上記以外(タ ンク下り及び加圧部)

・  65A以上  鋳鉄製(　・　一般   ・　ﾅｲﾛﾝｺｰﾃﾝｸﾞ)

JIS 　(　・　SUS製ｹﾞｰﾄ弁(10k)   　・　SUS製ｹﾞｰﾄ弁(5k))

ﾎ)　弁    類

ヘ)　給水管材料は下記のとおりとする。

・　管理教室棟用下り給水管　　　　　　　HIVP

・　南教室棟用下り給水管　　　　　　　SGP-VA（125）

・　揚水管（高架水槽へ）　　　　　　　HIVP

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１
ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ

ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹＪＯＢ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

１. 工事名称

衛生器具設備工事

給水設備工事

排水通気設備工事

・

・

・

・・

・

・

・

・

・

・

・

(1) 本仕様書及び設計図に記載なき事項は下記仕様書に基ずき施行の事。

・　塩ビライニング鋼管又はポリ粉体鋼管の配管に取り付ける弁又はストレーナーの内

幼稚園 ＲＣ造 ２

別府町幼稚園　耐震改修工事

加古川市

契約日翌日 ～  平成　年　月　日  

　 のあるものとする。

   令に準所する材料を使用又は処理をする事。

   端防食継手とする。

   に悪影響を与えないもので、確実に管

   中間階床においては1.5 最上階､屋上

ｲ)　排水方式

・　高架水槽方式　・水道直結方式　・ポンプ加圧方式 ・その他(      )

TS

　汚水と雑排水   屋内(・　分流  ・　合流)    屋外(　・　分流   ・　合流)

・　ＬＰＧ(12.000 kcaL/kg･H)

・　大阪ガス仕様

・　大阪ガス仕様

・　大阪ガス仕様

・　第１種換気(       )　・　第２種換気(       )　・　第３種換気(       )

(ﾆ)

(ﾆ)

2)　形状 　・　丸型　・角型　・深型 ・ウエザーカバー　・ベンドキャップ

屋外及び多湿部における配管、機器類の支持金物は特記無き限り全てステンレス製とする・

・ 屋外地中埋設管の埋戻しは、２０cm毎に堅固に締き固めをおこなうこと

・ 洗濯流し取付は、受材を設け堅固に取付のこと

(ﾆ)　その他(保温筒＋SUS鋼板仕上げ)

〒672-8040　　姫路市飾磨区野田町１５７－１
M-01

1)　銅管類(・JIS H 3401)  　 2)SU鋼管　・　ナイスジョイント（拡管式）

・　地中配管(SUS鋼管)   ・　一般管(SU拡管式)  ・　全般( 被覆銅管 M )

・　給食室内配管 ・　汚水(     ) 　・　排水(         ) 　・　通気(     )

・　一般配管  ・汚水(     ) ・排水(     )　・通気(     )　・雨水(     )

学　校　施　設　課

係員 係員 別府町幼稚園　耐震改修工事

(3) 本工事に必要な諸官庁への申請・届出等は請負業者の負担において速やかに代行の事。

(8) 産業廃棄物等が発生する時は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基ずき適正に処理をする事.



ＳＣＡＬＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＪＯＢ　ＮＯ ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ
ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

〒672-8040　　姫路市飾磨区野田町１５７－１
耐震補強改修後

機器表・器具表・会所リスト表

記 号 相静圧　Pa V3

機 器 仕 様

ｍ /h 台数機器名称 附属品・備考

電動機出力

設置場所

EF-1

形　 式・設置方法

100

W

1

(注) １．電気容量は参考値とする。

仕様、付属品品　　　　名 数　量屋　外型　　　番 備　考

換 気 扇

衛生器具表

機 器 表

註、器具型番は便宜上ＴＯＴＯ型番とする。

床上掃除口

1

1

羽根径

1

1

1

取付用窓ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙは建築工事

湯沸し室 洗濯室

洗濯流し

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓

横水栓

ホｰム水栓

緊急止水弁付横水栓

壁取付換気扇　 台所用　電気ｼｬｯﾀｰ 250φ 900 湯沸し室 電気式ｼｬｯﾀｰ、SUS製ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防鳥網付）1

洗濯機ﾊﾟﾝ

SK38R

T23BNR13

TW11GR

COV-2-50

PWP800N

T14AP-50

PJ2009

手洗い場

1

1

1

2 1

1

1

1

1

TKHG30,TK38B,TK37E,TTK36D,TK38P

TKJ30U3R

番号 備　　　　考桝　記　号 桝寸法 ﾏﾝﾎ-ﾙ

注記　、記載桝深さは、参考値。

1

2

3

4

5

6

7

8

桝深さ（管底）

小口径塩ﾋﾞ桝

汚水桝ﾘｽﾄ

小口径塩ﾋﾞ桝

小口径塩ﾋﾞ桝

小口径塩ﾋﾞ桝

小口径塩ﾋﾞ桝

小口径塩ﾋﾞ桝

ﾚｼﾞｺﾝ蓋200φ

ﾚｼﾞｺﾝ蓋200φ

ﾚｼﾞｺﾝ蓋200φ

ﾚｼﾞｺﾝ蓋200φ

既設

流し排水金物掃除口

既設公共桝 600φ ｲﾝﾊﾞｰﾄ改修

100×200

100×200

100×200

100×200

100×200

100×200

-350

-370

-440

-470

-570

-670

-760

ﾚｼﾞｺﾝ蓋200φ

ﾚｼﾞｺﾝ蓋200φ

25.0

1 4

1001換 気 扇

取付用窓ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙは建築工事

250φ 電気式ｼｬｯﾀｰ、SUS製ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防鳥網付）1EF-2 壁取付換気扇　 居室用格子ﾀｲﾌﾟ　電気ｼｬｯﾀｰ 660 19.5 洗濯室

散水栓 T28NH13 BOX－B3 1 1

レバー式泡沫自在水栓 T130ARQ13

T200SNR13 ﾋﾞﾆｰﾙ水栓柱（900H）共

1

3

1

3

Mｰ02別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員



公道

公道

9,000

3
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0
0
0
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0
0
0

3
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0
0
0

10,820

41,560

8,000

1
0
,
0
0
0

1
8
,
0
0
0

6
,
0
0
03
,
0
0
01,200

5,000

ＳＣＡＬＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＪＯＢ　ＮＯ ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ
ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

浜国道

職員

保健

玄関

教材

和室

浴室

脱衣

踏込

湯沸

廊下

倉庫

便所 保育室 保育室 保育室

敷地境界線

手洗

足洗 足洗

手洗

手洗

フェンス工事　L＝176H
ブロック3段　上フェンスH750

1/200
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耐震補強改修後

１階　平面図

別紙詳細図参照別紙詳細図参照

40（既設管）40（既設管）

既設下水接続桝(600φ）ｲﾝﾊﾞｰﾄ改修既設給水管より分岐

1 2 3 4 5 6

7
100VP　新設100VP　新設100VP　新設100VP　新設

100VP　新設

20HI　新設

LPG庫
20HI　新設

（GL-760）

SV20（VC-P）新設

散水栓（新設）

40（新設管）

40（既設管より配管）

Mｰ04

ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１
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SV20（VC-P）新設

SV40（VC-P）新設

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

EF

1

EF

2

洗濯室

40HI　新設
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手洗い場 手洗い場

足洗い場

床下換気口

玄関

１階　平面図

40（既設管）40（既設管）

既設汚水桝(400φ）撤去

既設汚水桝(400φ）撤去
（GL-320）

（GL-200）

75VP　撤去 75VP　撤去

（GL-760）

散水栓（撤去）

40（既設管切断）

GV20（撤去）

40（既設管撤去）

Mｰ05別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

耐震補強改修前

既設下水接続管
既設下水接続桝(600φ）ｲﾝﾊﾞｰﾄ改修

既設換気扇（250φ）撤去

20HI　既設20HI　既設
20（既設管切断）

放棄処分
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G

既設給水管ﾌﾟﾗｸﾞ止め

既設給水管放棄処分

既設給水管より分岐

既設給水管切離し

G

既設排水管接続

TKJ30U3R　新設

既設貫通孔再利用

50（新設）

20（新設）

20（既設）

156ｰ366　新設

20（既設）

40A　既設

耐震補強改修後

TW11GR　新設

PWP800N　新設

１階　平面詳細図（1）

M-06

凡　　例

破線部は既存配管再使用部を示す。

実線部は新設配管を示す。

1．実線部、給水管新設

2．実線部、排水管新設

凡例

建築改修工事範囲を示す。

耐震改修　機械設備施工概要（補助対象外）

3．湯沸室、湯水混合栓新設

4．湯沸室、給湯管新設

5．湯沸室、ｶﾞｽ管 ｶﾞｽ栓 ｶﾞｽ警報器新設

6．洗濯室、洗濯流し 洗濯機ﾊﾟﾝ 水栓、新設

7．洗濯室、改修にともなう給水、給湯、排水管新設

8．既設側溝放流排水管を下水公共桝へ配管新設

9．屋外部、水栓柱 ﾎｰｽ水栓新設

註、既設貫通孔再利用のこと。

耐震改修　建築施工概要（補助対象外）

1．ﾊｯﾁ部、湯沸室内装改修

2．ﾊｯﾁ部、浴室を洗濯室に改修

3．ﾊｯﾁ部、浴室床復旧

4．ﾊｯﾁ部、浴室 配管用ﾗｲﾆﾝｸﾞ新設

5．排水側溝復旧

5．屋外　ｺﾝｸﾘｰﾄ部復旧

既存配管放棄処分部を示す。

1

T200SNR13新設

40A　既設

ｺﾝｸﾘｰﾄ部復旧（建築工事）

ｶﾞｽ警報器×1　新設

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

2

ｶﾞｽ給湯機（20号）再取付

既設ｶﾞｽ管 接続

撤去後、壁内埋込み処理

洗濯流しSK38R　新設

COV-2-50
　新設

50
（既設）

既設給水管ﾌﾟﾗｸﾞ止め
撤去後、壁内埋込み処理

50（新設）

（水栓柱 900H共）

洗濯機ﾊﾟﾝ

50
（新設）

ＬＰＧ庫

洗濯室

COV-2-50　新設

COV-2-50　新設

EF

1

EF

2

A’

A

GV20（VC-P共）

新設

B

D

C

567
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浴室

LPG庫

G
G

40A　既設

20（既設）

１階　平面詳細図（2）

耐震補強改修前

凡　　例

既存配管放棄処分部を示す。

管端処置（本工事）

ｶﾞｽ栓　撤去

混合水栓　撤去混合水栓　撤去

給湯器（20号）取外し

既設分岐部切離し（管端処理）

撤去配管を示す。

耐震改修　機械設備施工概要（補助対象外）

註、既設貫通孔再利用のこと。

耐震改修　建築施工概要（補助対象外）

1．ﾊｯﾁ部、湯沸室内装改修

2．ﾊｯﾁ部、浴室を洗濯室に改修

1．湯沸室、湯水混合栓撤去

2．湯沸室、給湯管撤去

3．湯沸室、ｶﾞｽ管 ｶﾞｽ栓 撤去

5．屋外部、水栓柱 ﾎｰｽ水栓新設

6．ｶﾞｽ給湯器取外し

3．浴室,浴槽 ﾊﾞﾗﾝｽ釜 洗面化粧台　撤去

4．ﾊｯﾁ部、浴室床撤去

5．排水側溝復旧

6．屋外　ｺﾝｸﾘｰﾄ部撤去

　 排水管撤去

4．浴室（洗濯室）改修にともなう給水、給湯、

M-07

ｺﾝｸﾘｰﾄ部撤去（建築工事）

水栓柱共

T200SNR13撤去

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

凡例

建築改修工事範囲を示す。

既設給水管放棄処分

T5A-50 撤去

20（既設） 20（既設）

40A　既設 40A　既設

実栓部は既設配管を示す。

B

D

C

567

A’

A

既設換気扇（250φ）撤去
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20CU　撤去

15SGP　撤去

20VA　撤去

20CU　新設
15SGP　新設

既設壁、ﾀﾞｲﾔ貫通

20HIVP　新設

ＳＣＡＬＥＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ　　ＮＡＭＥ ＤＲＡＷＩＮＧ　　ＮＡＭＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ

ＪＯＢ　ＮＯ ＡＰＲＰＯＶＥＤ　ＢＹ ＣＨＥＣＫＥＤ　ＢＹ

ＤＲＡＷＩＮ　ＢＹ
ＴＥＬ０７９２（８４）１４９１

〒672-8040　　姫路市飾磨区野田町１５７－１

15SGP　既設

ｶﾞｽ給湯機（20号）再取付） ｶﾞｽ給湯機（20号）取外し

50（新設）

既設排水管接続
既設貫通孔再利用

1:50
1:30

耐震補強改修後

１階　断面詳細図

既設換気扇（250φ）撤去
EF

1

M-08

EF

2

既設貫通孔再使用

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

改修後 改修前

改修後　立面図　S=1/50 改修前　立面図　S=1/50

改修後　A～A’断面図　S=1/30

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

COV-2-50　新設

改修前　A～A’断面図　S=1/30
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柱芯

1:50
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凡例

建築改修工事範囲を示す。

50

20

75

75.40

40（既設管）

（既設管）

新設

新設

新設

40（既設管）
凡　　例

耐震改修　建築施工概要

耐震改修　機械設備施工概要

破線部は既存配管再使用部を示す。

1．ﾊｯﾁ部、天井復旧

2．ﾊｯﾁ部、耐震壁新設

3．ﾊｯﾁ部、床復旧

4．手洗い場新設

5．排水側溝復旧

実線部は新設配管を示す。

2．実線部、排水管新設

3．手洗場、水栓、排水金物新設

註、地中梁、既設貫通孔再利用のこと。

COV-2-50

既設排水管　接続

既設貫通孔　再利用

排水溝下越し

耐震補強改修後

１階　平面詳細図（3）

改修後　1階　手洗い場平面詳細図　S=1/50

耐震改修　機械設備施工概要（補助対象外）

1．塩ﾋﾞ製小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝新設

M-09

T130ARQ-13×1ｹ　新設

T23BNR-13×3ｹ 　新設

T14AP-50×1ｹ 　 新設

別府町幼稚園　耐震改修工事

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

GV20（VC-P共）
新設

散水栓 T28NH13（BOX共）
新設

既設給水管　接続

新設

20

新設

40

40（既設管より配管） 既設貫通孔　再利用

1．実線部、給水管新設（新設GV20以降部）

2．実線部、給水管新設（GV20迄）

3．屋外給水止水弁（GV20・GV40）新設

4．屋外散水栓新設

B

C

45

壁芯

GV4（VC-P共）新設
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耐震改修　建築施工概要

2．ﾊｯﾁ部、壁、ｻｯｼ撤去

1．ﾊｯﾁ部、天井撤去

3．ﾊｯﾁ部、床撤去

耐震改修　機械設備施工概要

4．手洗い場撤去

1．ﾊｯﾁ部、給水管撤去

2．ﾊｯﾁ部、排水管撤去

3．手洗場、水栓、排水金物撤去

ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝（400φ 深-250 MHA）撤去

50

撤去 撤去

20

撤去

75

建築改修工事範囲を示す。

75.40

50 撤去

40（既設管）

（既設管）

5．排水側溝撤去

T23B-13×4ｹ　撤去

T14BP-50×1ｹ　撤去

既設排水管　切断

耐震補強改修前

１階　平面詳細図（4）

改修前　1階　手洗い場平面詳細図　S=1/50

M-10

課長 副課長 副課長 係長 係長 係員 係員

別府町幼稚園　耐震改修工事

耐震改修　機械設備施工概要（補助対象外）

1．ﾊｯﾁ部汚水桝撤去

2．ﾊｯﾁ部、給水管撤去

3．屋外給水止水弁（GV20）撤去

4．屋外散水栓撤去

撤去配管を示す。（補助対象内）

撤去配管を示す。（補助対象外）

散水栓（撤去）

既設給水管　切断

40（既設管撤去）

40（既設管切断）

GV20（撤去）

45


